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に軽減した1分読ｾｵドﾗｲﾄです。

山林､農地､建築土木測量に最適。
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NTS-BOOLTSpBOO
度:±(3mm+3ppm×距離）●距離測定:1m～300m以上●距離精

●角度精度1分(水平角､鉛直角）●計算機能:水平距離､高低差 水平距離､高低差

お持ちのテオー100に､レーザ距離計の装着･調整も承ります。
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NTS-300/LTS園300とも

現場から《データ記録/転送》

●データ記録(距離､角度､現地メモ）

●座標表示

●測定データをPCへ転送して
CSV､DXF､SlMA形式に変換

●測定データを離れたPC等へ

挑帯電話で転送

●特注ｿﾌﾄの制作も承ります

300mで±3mmの精度 300mで±10cmの糖度
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山に向かう市民たち
自然観察登山を事例にして

くどうじゆいち

工藤樹一
青森エコサーベイ研究会代表

二
1947年生まれ。信州大学卒業｡1975.81年

の2回私的に米国アラスカ州で野生生物管
理と環境教育のフィールド調査を行う｡76年
から青森県内でカモシカの社会行動調査を開
始｡これまで2回カモシカとブナ林の写真個

展を開催｡長年.自然観察運動を展開。自然観
察指導員。著書『カモシカの森から』(NTT
出版）は97年度の全国学校図書館協議会緑

陰図書推薦本｡83年に山とスキー仲間による
高山域での自然研究グループ青森エコサーベ
イ研究会を結成。現在，青森県林政課勤務。
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●はじめに

近年，里山・低山幣・高山帯において野外活動をする市民の姿が，中高年層を

中心に目立って増えてきた。彼らの行動は，①里山を中心とした場における森林

散策，②より高みに挑戦する登山活動，の二つに分類される。前者が静的な「森

歩き」なら，後者は動的な「森歩き」とも言える。
ひ

では，何が彼らを森や山岳に惹きつけるのか。本稿における問題意識は，この

点に存在する。

私はこれまで，里山・亜高山帯・湖沼・海岸といった環境タイプの異なるフィ

ールドにおいて，自然観察会を自主的に主催，あるいは同観察会の講師を依頼さ

れ,微力ながら環境教育の普及啓発活動に携わってきた(本誌第608,616,621の

各号参照)。活動を開始した四半世紀前には，「環境教育」という用語も知られて

いなく，自然観察プログラムは創作してきた。

最近，特に依頼が多いのは，里山における「自然観察ウオーキング｣，低山帯・

高山帯における「自然観察登山」の講師を務めることである。参加者の多くを占

めるのは中高年の市民である。

従来型の登山を，私は「単層的登山」と呼んでいる。それに対し，自然観察と
わきみ

いう脇見行動をしながらの自然観察登山を「複層的登山」と名付けた。私が誰|1ili

を務める事例の多くは，後者の複層的登山である。その登山をする人々が同的と

するもの，および，登山によって得るものもまた複I圃的なものである，と考える。

本稿では，低山帯をフィールドとした自然観察登山を事例とし，山に向かう市
’
一
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民たちの行動背景を探り，さらに，今後の方向性に関して，ささやかな考察を試

みるものである。

●フィールドの概要
せきりょう

本事例におけるフィールドは,青森県下北半島の脊梁部に位噛する標高508m

の「吹越烏帽子岳」である。青森市内から登山口まで車で約1時間半，という場

所に位置する。

フィールド選びの条件の一つとして，安全な野外活動が可能なこと，注意事項

の伝達や集合・解散をする場所には，ある程度のスペースの存在することが挙げ

られる。本フィールドも，その条件を満たすものとして選択した。

コースは標高差約370m,距離約2.5kmで,山頂手前には風当たりの強い急坂

があるものの，山頂からは陸奥湾，太平洋が望まれ眺めがよい。途中に，昼食場

所に適した場所もある。

山麓には牧場が広がり，その周辺のデントコーン畑には時折，ツキノワグマの

痕跡が見られるといった環境である。コースは，一部スギ造林地があるものの，

広葉樹の二次林が大半を占める。道は乾燥気味のしっかり踏まれた道で，設定し

た自然観察ポイントは10カ所である。

●自然観察プログラムの概要
1）行動様式

パーティ式の登山形態となるので，①周りの自然環境にできる限り負荷を与え

ないようにする，②観察中に他の登山者の妨げにならないようにするなど，総合

的な「ローインパクト行動様式」への配慮が必要となる。ちなみに，一人の講師

が把握できる人数は10人が限界である。

2）自然観察の実際
か

私の自然観察ウォーキングの手法の一つとして，①見る，②聞く，③嗅ぐ，④

触る，⑤味わう，という「五感」を活用するプログラムがある。多様な自然環境

をウォーキングしながら，①気づく→②理解する→③守る，という各ステップ

を踏んでいくことを想定したものである。

具体的プログラムは，「吹越烏帽子岳自然観察登山ポイント表｣に示すとおりで

ある（次ページ参照)。

出発にあたり，体調力嘔れない人の有無を確認する。熱中症対策，山頂直下の

草つき急斜面での滑落，毒ヘビ類・ウルシ類といった有害生物など，安全管理面

にも言及する。

観察テーマは，‐上表における「2登山するオオバコ」（指標植物で環境を知

る)，「8風衝草原の急斜面」（自然環境が形成する景観の特徴)，の二つに主眼を

置いた。むろん，「10自然観察のまとめ」は欠かせない。

●参加者に対する調査結果の概要
毎回下山後，参加者に対し意見・感想を含めた質問紙調査（アンケート）をし

林業技術No.7382003.9-③



No

l

2

q
U

4

5

6

7

8

9

10

観察テーマ

これから登る山

登山するオオバコ

どこへ消えたカタクリ

野鳥のさえずりを聞く

木々のにおいと暮らし

ブナの残存木

川原状の道と丈の低い

木本類

風衝草原の急斜面

山頂からの展望

自然観察のまとめ

▼吹越烏帽子岳自然観察登山ポイント表

場所

言|||□

琴|||道下部

弩|||道中部

〃

〃

〃

言|||道七部

山頂直下

u｣頂

篝Ⅱ｣□

ねらいと内容

●体調チェック

●装備，持ち物について

●登山道について

●登山の安全について

天候毒ヘビ，力・ブヨ類，ウルシ類の確認

●人跡ある所オオバコあり，環境ものさし植物

→オオバコで助かった高名な登山家

●スギ人工林の保育作業について

●日光を求めての競争一スプリングエフエメラル＊

@rかたかどの花Jと古代歌人の人事異動

③自然界の音を拾う

●野鳥のソングとコール

●樹種によるにおいの違い

●森の芳香を利用してきた昔の人の生活の知恵

●ブナを探す

●手がかりは何？→常緑低木類がヒント

●森林の階層区分

●なぜここでは木が大きくなれないのだろう

●木の種類に特徴はあるだろうか

●気になる砂礫の形

●どこかで見たような特徴ある植物たち

（植物の顔ぶれで環境を知る）

●じっくり眺めよう

①黄色のじゅうたん一菜の花畑と陸奥湾

②新緑の中に一層黒い木々が→ヒバについて

③陽光に光る上北湖沼群と太平洋岸の開発地

、今日の自然観察について

①野烏の生息環境

②野鳥のさえずりの意味

⑧生物をものさしにして知る環境の違い

④森林内の食物連鎖の安定度

⑤自然と景観→箒m道周辺の巨大な人工物

●登山者と自然保護について

①□－インパクトの考え方

②記憶は忘れがち二つの記録→山行と自然観察
●仲間づくりをしよう

●またお会いしましょう

*スプリングエフェメラル：カタクリ・キクザキイチリンソウなど，上層木の葉が茂らないうちに花を咲
かせ，地上部が消えてしまう植物たちのこと。早春のはかない命の植物と言う人もいる。

ている。参加者の声に耳を傾け，その結果に基づいて絶えず検証・修正を加える

ことは，主催者側にとって，よりよい企画を立案するための必須事項である。

本事例における質問紙調査の結果を，以下に簡単に示す（参加者中回答者12

名)。

④－林業技術No.7382003.9



1）登山歴

回答者の半数は，2～5年のハイキング経験があるが，本格的登山の経験はな

い。また，登山未経験者が4人いて，3～6年の本格的登山の経験者は二人にと

どまった。

2）自然観察会などへの参加経験

全員が参加経験者で，中には8回参加したという40代の女性もいた。

参加理由を記述してもらったところ，「今まで知らないことを学びたいから｣，

｢花の名･鳥の生態を知りたいから｣，「自然の不思議さが魅力的だから｣，「自然の

移るいを味わいたいから｣，「個人で行くより知識を教えてもらえるので｣，「自然

に親しみたいから｣の6項目が得られ,未知へα職Lや自然界に対する何らかの
知的欲求を持っていることがわかった。一人の50代の女性は，「青森に暮らして

いるので一度は参加すべきと思った」と答えた。自然度の高い郷土への共感と思

われる回答で，注目される。

3）自然観察登山への参加理由

記述式で男女年齢差を問わず多かったのは，「いろんな山に登りたいから｣，「登

ったことのない山だから｣，「きつくないと思われたから｣，「初心者でも何とか登

れそうな気がしたから」という4項目の回答であった。3人が「菜の花畑を山頂

から眺めたかった」としたのは，山麓の町が菜の花栽培で知られるようになった

からだろう。

4）自然観察登山のよかった点（複数回答）

半数の人が，「植物の観察｣，「野鳥の観察｣，「山頂からの眺望｣の3項目を挙げ

た。このことは自然観察登山といえども，山頂到達という達成感に加え，素晴ら

しい眺望の獲得という，ある種のアミューズメント性に対するニーズが存在する

ことを示している。

また，「森林の仕組みと林の構造がよくわかった｣とする人も多かった。自然観

察会においては，種名にこだわらずその木々たちが，どのような植物社会の一員

なのかに関して，機能と構造の両要素を解説する必要があることを物語る。

さらに，「自分の中での自然保護意識の向上｣と答えた人が二人いた。このこと

は，今後の自然観察登山のあり方を示唆している。

5）自然観察登山に対するイメージ（複数回答）

参加者が自然観察登山に対して抱いているイメージを把握するため，イメージ

として設定した8項目に関して尋ねた。

回答数の多い順に列挙すると，①心身のリフレッシュ・ス1､レス解消，②森林

浴，③自然に関心を持つための動機づけ活動，④自然を知るための学習活動，⑤

自然に親しむ活動，と続いた。今回は「自然を守る実践活動｣，「市民ボランティ

アグループ｣，「アウトドアブーム」の各項目に関しては無回答であった。

●｢一山百楽｣－自然観察登山から自然研究登山へ
「一山百楽」という言葉がある。『山の季節』,｢lllの紋章・雪形』の著者であり，

こうざんらよう

山岳写真家，高山蝶の研究家でもあった田淵行男氏が，平成元年1月の色紙に残
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桜高山帯での自然観察

テーマを持って歩けば，
登山道周辺は“自然環境ナ

ゾ解き宝のコリドー”であ

る。参加者といっしょに，
チングルマ・ネバリノギラ

ン・イワショウブなど雪田

群落の植生復元地を観察す

る。周辺のアオモリトドマ

ツ林では，ビンズイ・カヤ
クグリ・ルリビタキ・メボ

ソムシクイなど高山域に生

息する野鳥を確認。

した言葉である。その意味するところを誤解を恐れず言えば，「一つの山には百通

りの楽しみ方がある」ということになるのではないか。

例えば，青森市から望まれる秀峰。八甲田山，さらにはそこに降る「雪」一つ
とら

取っても，多様な楽しみ方。捉え方，そして探求が可能である。民俗学の視点か

ら見た雪形伝承，雪氷学の視点から見た雪渓の消長，生態学の視点から見た雪田

群落，レジャー社会学の視点から見た山岳スキー，気象学の視点から見た樹氷・

雪崩現象，資源の視点から見た水の固体貯留源としての雪ダムなど，雪の探求に

向けたアプローチとしての「登山口」は多様である。中には道がよく踏まれずプ

ッシュ化している部分があるかもしれないが，人文および自然科学の両面から学

際的にアプローチし，道を踏んでいくことが求められる。

本事例における参加者に対する調査結果にあったように，未知の山に登り，自

然に親しみ，その仕組みを知りたいという市民たちは多い。この点は，これまで

行ってきた他の里山自然観察ウォーキングにおける参加者に関しても同様である。

彼らの知的好奇心および行動力には驚くばかりである。未知のものに対する憧

れと知的欲求を持ち，知識の集積が進むにつれて，「自然の不思議さを解き明かし

たい」と思う人々も現れてこよう。

今後，彼ら一般市民の中から単なる登山にとどまらず，郷土の山々の歴史や自

然現象の秘密に迫る在野の研究家が，きっと出現するに違いない。文化を維持し

てきた自然，自然環境を維持してきた社会環境に深い関心を抱き，自然と文化と

のかかわりを探求する市民も増えるかもしれない。
こた

山に向かう市民たちの欲求に応えるためにも，私たちは自己の研究テーマの持

続とその内容を深め，「一山百楽｣を旗印に，山岳地域における自然観察指導技術
けんさん

の研鎖を積み，自然観察登山の蓄積に基づく「自然研究登山」への道を開きたい，

と考える。それは，「市民山岳学」を創造することでもある。

〔完〕
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るが，資源の持続的生産で完成する大きな循環サ

イクル図は描けない。これらの資源は生命力を持

たないため,資源の再生産は行えず,廃棄材と資源

がつながらないためである。ここに生物資源であ

る木材と鉱物資源・化石資源との間に資源の持続

性，再生産性の面で決定的な違いが存在する。

世間では，リサイクルと循環という言葉が混同

されて使われるケースが多々あるようである。ア

ルミ缶やペットボトルで

今,化石資源,鉱物資源の枯渇が加速度的に進行

していることが指摘されるとともに，廃棄物の処

理問題が絶望的状況にあることが叫ばれている。

このような中で，自らの生命力と太陽エネルギー

で再生産される生物資源，生分解や熱分解によっ

て環境への負荷が少なく，解体･廃棄ができる生物

資源からの製品造りの重要性がクローズアップさ

れてきている｡現在のところ,生物資源の中心は木

材であり，古くて新しい

木材資源を基盤に置く持

続的発展，循環型社会の

実現が熱望されている。

さて，資源を製品に加

工するにはエネルギーの

投入が必要であり，この

エネルギー確保には炭酸

ガスの放出が伴う。また，

製品造り．リサイクル利製品造り，リサイクル利

寒鋳ぷ赫用の際には製品にならな

いで捨てられたり，燃や

される部分もあり，この場合にも炭酸ガスの放出

につながる。この放出される炭酸ガスが再び森林

に吸収されて樹木が成長してゆくと考えれば，循

源であり，そのシステムは理想的な循環系を形成

している。

このように木材の生産と利用が支障なく，効率

よく回転を始め，そしてわれわれの生活の基盤が，

かなりの分野でこのシステムで支えられるように

なること，このことは，とりもなおささず人類の持

続的発展が保証され，循環型社会の構築が実現さ

れることを意味する。

に吸収されて樹木が成長してゆくと考えれば，循

環図が描ける。生物資源である木材の生産と利用

は,理想的な循環系を作っている。なお，このサイ

クルの中には解体材のリサイクル・リユースとい

うサブルートが含まれており，それ自体で小さな

循環を形成している｡鉄やプラスチックでは，リサ

イクルにかかわるこの小さな循環サイクルは描け

|’

'’
ヨェー■ー

ロ植物生態学著者：林一六発行所：㈱古今書院(公03-3291-2757）発行:2()03.3B5判224p

本体価格5,600円
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合月のテーマ 進化する大学演習林
大学林学教育の一つの核をなしてきた「演習林」は，さらなる進化を遂
げようとしています。演習林全般のうごきを柴田英昭氏から，また，象徴
的なテーマに絞り込み，今回は7大学から紹介をいただきました。

●大学演習林から
フィールド科学拠点センターへ

しばたひであき

柴田英昭
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション北管理部助教授

〒096-0071北海道名寄市字徳田250
a01654-2-4264,FaxO1654-3-7522

E-mail:shiba@exfor.agr.hokudai・ac.jp
URL:http://pc3.nrs-unet・ocn.ne.jp/~member/shibata/shibata.html 『

ロロ、

●●

はじめに

「大学演習林」というと農学部林学･林産学科の

｢実習林」として，あるいは木材を生産するr財産

林」としてのイメージが強いと思います。確かに，

それらは大学演習林の重要な役割ですし，今でも

それは続いています。その一方で，大学演習林の

持つ特性を活用し，それらを現在および将来のフ

ィールド科学研究拠点として位置づけ，より多様

な教育プログラムや研究プロジェクトを実現でき

るフィールドに進化させようという取り組みが行

われています｡ここでは,新しい大学演習林のあり

方を模索している最近の取り組みを紹介するとと

もに，今後の可能性や問題点について紹介します。

環境モニタリングに関する

ネットワーク研究

激変する地球環境の中で，森林の持つ多面的機

能が注目されています。しかしながら，森林生態

系の動態は時空間的な変動がとても大きいことか

ら，短期間や小面積での単独研究では必ずしも十

分ではなく，さまざまな時空間スケールを持った

研究の相互比較や連携力鍾要です（本間，2001)。

全国の大学演習林では十数年前からの取り組みと

して，それまで個別の大学演習林で行われてきた

研究活動をネットワーク化し，全国に点在してい
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る利点を活かした比較研究プロジェク|､を展開し

てきました。その取り組みの中心的役割は，全国

の大学演習林で組織されている「全国大学演習林

協議会(全演協)」が担ってきました。全演協の研

究部会メンバーが中心となり，全国規模での環境

モニタリングネットワークの基盤整備や研究戦略

の策定，データベース化などが行われてきました

(柴田,2001)。

例えば，森林地域への酸性雨の影響を明らかに

する目的で，全国各地の演習林内でのスギ人工林

で観測した林内雨や樹幹流の比較共|司研究では，

スギの樹幹流が硫酸や有機酸の濃度上昇によって

酸性化している実態を明らかにしています(Na.

kanishieta1.,2001)。それらのネットワーク研

究は，林分レベルから流域レベルでの研究へと発

展し，全国の森林河川への硝酸流出の地域比較研

究を実現しました。それらの研究では，関東地域

の大気汚染の進行によって，近隣での森林河川水

の硝酸イオン濃度が高まっていることが明らかと

なりました(戸田ら,2000;Shibataeta1.,2001

a)。また，比較研究に関するこれらの取り組みの

中で，現地観測手法の改善やそのマニュアル化な

どについても多くの議論がなされてきました（柴

田ら,2000;柴田,2002)。さらに，全国の大学演

習林で観測された降雨や河川の水質に関するデー

タはweb検索型データベースに保管され,その一



部はすでに公開されています（全国大学演習林協

議会酸性雨データベース)｡一部の観測サイ1,では

降雨や河川水のpHや電気伝導度などについて，

分析されたその日のうちにインターネット上から

閲覧できます（北方森林圏データベース)。また，

環境変化に対する樹木の応答を長期的に追跡する

ための取り組みとして，樹木フェノロジーに関す

る全国比較調査も実施されており，葉の季節変化

(開葉，紅葉，落葉など)について長期的な比較研

究が行われています（樹木フェノロジー観測ネッ

トワーク)。

地球温暖化に関連した陸上生態系の応答に関す

る取り組みの中で，国際共i可研究の一環として実

施されたIGBP(Intel･nationalGeosphere-

BiosphereProgram)プロジェク}、「陸域生態系

の地球環境変化に対する応答の研究（平成9～13

年度)｣では，北海道大学苫小牧研究林や京都大学

芦生演習林などがコアサイ1､として位置づけられ，

大気一森林一河川系という流域スケールでの炭素

収支や循環の実態を明らかにしています（例えば

Shibataeta1.,2001b)。また，炭素循環に関す

る全国大学演習林の共同研究としては,｢わが国の

広葉樹二次林における生産堂及び炭素固定機能の

評価について（平成12～14年度)」が行われ，樹

木バイオマスへの炭素現存量やその蓄種速度に関

する全国比較が行われています。さらに，平成

15～17年度には「流域生態圏における水・熱・物

質循環の長期変動モニタリングと広域比較研究」

が全国大学演習林ネットワークを機軸として開始

され，全国レベルでの比較研究がさらに進展する

ことが期待されています。

‐上記のような野外観測を中心とした研究プロジ

ェクトでは，観測機器の設置やメンテナンス，研

ぐ森林の炭素固定能を解明するため

の樹木根系バイオマス調査

（福澤加里部氏撮影）

究地点までのアクセス網管理

などの面で，技術系職員（技官および林業技能補

佐員）のサポートが不可欠です。研究に資する森

林を持ち，野外観測を支援する技術組織を持って

いるのは，関連プロジェクトを推進するうえでの

大学演習林の大きな利点です。

多様な公開型教育プログラムの実践

次に，大学演習林で行われている公開型教育プ

ログラムについて簡単に紹介したいと思います。

まず，大学演習林での重要な教育機能として林

学・林産学の実習フィールドとしての役割が挙げ

られます。また，林学・林産学科に限らず学内関

連諸学科の実習や卒論，修論，博士論文を実行す

るフィールドとしても利用されています。最近で

は，地域の小。中・高生や一般市民を対象とした

体験型公開講座なども各大学演習林を利用して広

く行われています。例えば，北海道大学中川研究

林では地域の自治体と連携し，市民を対象とした

公開講座「自然が教科書」塾や，小学校の週五日

制に対応した「土曜大学」などを実施しています。

山形大学演習林では，四季を通じた体験型教育プ

ログラムにより，地域の小学生に「森の博士」号

を授与するといった演習林開放事業「森の学校：

匹I季の森を体験しよう」を行っています。また，

鳥取大学演習林では，林業体験研修の一環として

演習林インターンシップや森林ボランティアを活

用した森林整備といった取り組みも行われていま

す。九州大学演習林でも，中・高生を対象とした

野外体験学習「体で感じる森林のサイエンス」を

開講しています。そのほか，本特集でも紹介があ

るように，各大学ともに工夫を凝らした公開教育

プログラムを行っています。これらの教育プログ

ラムでは教官はもとより、森林を熟知し技術を持
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った技術系職員，さらには，演習林を利用してい

る大学院生も活躍しています。また，一般市民に

対して大学演習林を紹介するためのガイドブック

｢森へゆこう」（全国大学演習林協議会，1996）も

刊行されています。

大学演習林の改組と予算問題

以上のように大学演習林は，もはや林学・林産

学実習の場や木材生産林という限定された役割に

とどまらず，さまざまな分野の研究者のフィール

ド研究拠点として，また，学生・一般市民の体験

型教育プログラム実践の場として，その活躍の範

囲が広がってきています。そういった中で，全国

規模での大学演習林の改組が進み，多くの大学演

習林が学内のフィールド系附属施設（農場，牧場，

臨湖・臨海実験所など）と統合したフィールド科

学センターへと変革しています。すなわち，大学

演習林は農学部附属という森林教育研究のフィー

ルドとしてだけでなく，分野横断的かつ総合的な

フィールドサイエンスを実現しうる｢教育研究林」

へと発展することが望まれているのです。

しかしながら，これらの研究林を将来にわたっ

て機能させるためには，現時点では予算上の大き

な問題を抱えています。大学演習林は次々とフィ

ールドセンターへと改組されているものの，その

運営費となっている予算は依然として「演習林事

業費｣，つまり，大学林を林業経営的側面から維持

するための経費（造林，育林，伐採，林道など）

として配分されているからです。「事業勘といっ

た性格上，木材の伐採量はr収入見合い」として

計上され、その後の「事業費」に影響するといわ

れています。研究教育機能を支援する人材と予算

を持続的に確保するため，全国大学演習林協議会

では，こういった演習林に対する旧来の予算積算

を改め，研究林での教育研究を持続的に支援する

ためのフィールド管蝿・運営費を適切に確保でき

るよう，関係機関に要請を続けています。

長期生態研究ネットワークの

拠点を目指す

総合的なフィールドサイエンスを実現できる研
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▲真っ白な原生林で開かれた「森のたんけん隊」

（小宮圭示氏撮影）

究サイトを組織的にネットワーク化し，生態系に

関する各種フィールドデータを長期的に取得・管

理することで．現在あるいは将来の研究教育プロ

ジェク|､に役立てるという長期生態研究(Long･

TermEcologicalReseal･ch:LTER)の取り組み

は，米国研究林を中心とした国際的なネットワー

クとして，その輪が広がっています（本間，

2001)。わが国においても日本生態学会LTER小

委員会を通じて,日本におけるLTER推進に関す

る議論が進んでいます(本間,2001)。また，全隆I

大学演習林協議会においても，研究サイトネット

ワークに関する取り組みが行われてきました。し

かしながら,わが国ではLTERサイトを維持する

ための長期的な競争的資金や運営組織に関する取

り組みが進んでいないという問題を抱えています。

そういった中で,わが国のLTER推進に可能性を

感じつつ，現状に強い危機感を持っている大学演

習林の教官が中心となって,日本のLTER活動を

実現するためのネットワークグループ(JERN:

JapaneseEcosystemResearchNetwo1･k,

URL:http://www.jem.info/)を発足しました。

JERNでは，科学研究費補助金（企画調査）の支

援を受け,日本型LTERの目指す方向や戦略につ

いての検討や，その具体的な内容・マニュアル作

り，国際機関との情報交換などに取り組んでいま

す。JERNでは日本のLTERプログラムを

JaLTER(JapanLong-TermEcoIogical

Resea1℃h)と銘打ち,JalﾉrERでの具体的な研究

プログラムや実施研究サイトの検討を始めていま

す。また，学生に対する教育プログラムに関する

全国ネットワークについても議論を始め,LTER

研究サイトという特徴を活かした内容を検討して

います。本年9月に米国シアトル市で開かれる



LTER科学者会議(AIIscientiStsmeeting)で

は，日本でのJERNの取り組みを紹介するととも

に，関連研究ネットワークとの情報交換を予定し

ています。また,会議後はLTERに関して先駆的

な取り組みが行われている米国の研究サイl､を訪

問し，その実態や可能性，問題点などについて研

修する予定です。JERNは大学演習林に限定した

ネットワークではなく，広く長期生態研究に関連

したネットワーク作りを目指していますが，全国

各地の大学演習林はこれまでの研究教育活動を発

展させ,JaLTERにおけるフィールド教育研究拠

点の一翼を担うことが期待されています。

「木材財産林」から「知の財産林」へ

大学が所有している演習林は，単に土地として

存在しているのではなく，研究をしている森林で

あることが重要です。研究をしている森林である

からこそ，それを活用した教育が実践できるので

す。演習林の機能を教育用，研究用と分けて評価

するのではなく，教育・研究を一体のものとして

考えなくてはなりません。全国各地に点在してい

る演習林は，その気候や地質・地形といった環境

要因や，過去の森林施業歴や土地利用変化といっ

た人為要因が多様です。また，森林面積や管理利

用形態もさまざまです。その多様度こそがネット

ワーク研究，比較研究での最大の利点なのです。

気候傾度の大きい日本列島の特色を活かした地域

間比較研究によって，これまで教科書に書かれて

きた関連フィールド科学とは違う，新たな切り口

が見いだせるかもしれません。これらの利点が大

学法人化や社会情勢の変化の中で，効率だけを求

めた画一的な尺度で失われてしまわないよう，最

大限の努力を払う必要があります。それと同時に，

演習林を管理し，利用する研究者は，大学演習林

としての土地の既得権のみを強調するのではなく，

演習林を活用した教育研究プロジェクトの質をさ

らに向上させ，その具体的成果を出し続ける努力

が必要です。

先人たちが残してきた大学演習林は，まさに財

産林です。「財産｣は木材生産のみを意味するので

はなく，豊かで多様な自然環境を持っているとい

う「自然の財産」であり，そこで新たな発見や観

察ができるという「知の財産」です。その財産林

は特定の学部，大学，研究者のためだけではなく，

子どもや大人を含む社会全体の財産なのです。私

たちは，先人から受け継いだ「自然の財産｣，「知

の財産」林を発展させ，学生や市民，子どもたち

に好奇心と驚きを与え続ける場として，研究者た

ちが新たな発見や観察を続けることができる場と

して，この森林を維持しなくてはなりません。そ

のためにも，現在の大学演習林が持続的かつ客観

的な評{illiに耐えうるフィールド科学拠点センター

として進化することが重要なのです。

〈引用文献》
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今月のテーマ：進化する大学演習林

●北方森林圏科学の拠点フイールド
ー北海道大学研究林の教育研究プロジェクトの紹介

ひしよう せきつい

壌動物，飛翔昆虫，脊椎動物）の詳細なリスト作

りが，苫小牧研究林で進められています。これは

生物多様性条約にかかわる|封際プロジェクト

IBOY(I對際生物多様性観測年)の一環で，世界中

のさまざまな地域で，同時に，同じ方法を用いて

多くの生物多様性を測定し，比較する，という試

みです。苫小牧研究林は，国内の代表サイトとし

て，国際的な生物多様性研究に貢献しています。

森林に対する人々の要求が変化している現在，

大学演習林における教育・研究もその新しい期待
こた

に応えることが求められています。本稿では，北

海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林

圏ステーション（以下，北大研究林）が近年取り

組んでいるプロジェク1､研究や教育活動の中から，

代表的なものについて紹介します。

北大研究林の概要

北大研究林は，1901年に創設(北海道大学演習

林）されて以来，学内外の教育・研究に広く活用

されてきました。2001年4月の改組によって発足

した「森林圏ステーション」には，天塩，中川，

雨龍，札幌，苫小牧，桧山，和歌山の七つの研究

林が含まれ，その総面積は約7万haに達してい

ます。この中には，原生的な自然環境が保持され

た天然林をはじめとして，二次林や人工林などさ

まざまなタイプの森林が含まれており，多彩な研

究・教育活動の基盤となっています。森林動態学，

森林環境機能学，森林生物管理学，地域資源管理

学の四つの部門によって，研究・教育のみならず，

フィールドの管理，さらに，森林の保全に関する

技術開発を行っています。

「生物多様性」とその保全に関する研究

森林の二酸化炭素吸収に関する研究

生物多様性の問題と並んで，森林の持つ機能で

近年，最も関心が高まったのは，地球温暖化の防

止にかかわる二酸化炭素の吸収機能だといえます。

北大研究林ではこれまでにも，国際共同研究

IGBP(地球圏一生物圏国際共同研究計画)プロジ

ェクトの主要なフィールドとして苫小牧研究林が

位置づけられ，森林流域での炭素の循環やフロー

が明らかにされてきました。そして，1997年から

は新たに国立環境研究所・北海道電力と共同で，

二酸化炭素収支や吸収機構を解明するための研究

を，天塩研究林をフィールドとして開始していま

す(CC-Lagプロジェクト)a)。北海道北部で一般

的な針広混交林を対象に，タワーを用いた二酸化

炭素フラックスの測定，流域規模での炭素収支や

バイオマス量の調査を実行するというものです。

今後は約15haのエリアを皆伐してカラマツ（北

東ユーラシアに広く分布することから選定）の苗

木を植栽し，それらが成木に達するまでの長期間

にわたり，二酸化炭素の収支を明らかにすること

を計画しています。また，このほかにも札幌研究

林・実験苗畑で，二酸化炭素の付加による樹木の

モントリオール・プロセス等によって示された

生物多様性の保全を考慮した森林管理は，私たち

北大研究林にとっても大きな課題の一つです。こ

れまでの研究成果の中では，樹種の更新や共存の

機構や，森林を巡る生物間相互作用などがしだい

に明らかにされ〃，それらの知見は，保全を考慮

した森林管理のあり方を考える基盤となりつつあ

ります。また，野生生物(エゾシカ，野ネズミ類）

を対象とした10年を超える長期的なモニタリン

グも続けられてきています。しかし反面，このよ

うな「目立つ」動植物種以外の分布（つまり生物

多様性の「中身｣）についての私たちの理解は，実
い表

は未だに乏しいものだといわざるをえません。こ

うした中，さまざまな分類群の動植物（植物，土

卦
北
大
雨
龍
研
究
林
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を目指して よしだとしや

吉田俊也
北海道大学北方生物圏フィールド科学センタ一雨龍研究林助手

〒074-0741北海道雨竜郡幌加内町字母子里
a01653-8-2125,FaxO1653-8-2410

E-mail:yoto@exlbr.agl･.hokudai.ac.jp

応答を明らかにする野外実験を開始しています

(web-FACEプロジェクト)。

人間活動と森林生態系

人間の活動によって，森林の多面的な機能がど

のように変化するのかを明らかにするために，さ

まざまな空間スケールを対象とした研究が進めら
しゅ虫り雄い

れています。雨龍研究林では，朱鞠内湖(1942年

に完成した人造湖）の集水域を中心とする広範囲

な森林流域を対象として，森林一河川一湖にわた

る生態系の保全を[1指したフィールド研究を展開

しています。湿原や耕地の存在など，異なる特性

を持つ流域における河川の窒素動態の比較，また，

伐採や更新施業など，異なる施業履歴を持つ森林

の構造や組成の比較を行っています。この研究と

密接に関連して，総合地球環境学研究所の研究プ

ロジェクト｢流域環境の質と環境意識の関係解明」

が進められています。これは，上述のような森林

生態系の自然科学的な「記述」と，環境に対する

人間の「意識」との相互関係を明らかにするとい

う学際的な新しい研究です。

一方，中川研究林では，計両されている道路建

設を契機とした，長期的な視点に立った同然環境

モニタリング調査を行っています.”。この調査で

は学内外の研究者の協力を得て，オジロワシやク

マタカの営巣状況のモニタリングをはじめとして，

さまざまな生物相への影響を明らかにするための

調査が進められています。

野外教育への取り組み

野外教育の場としての機能も，近年求められる

重要な役割です。研究林では，学部学生・大学院

生の野外実習が頻繁に行われる一方で，各種の研

修や見学を受け入れています。また近年は，新た

な野ﾀ轍育プログラムをいくつか立ち上げて，定

期的に開催しています。その一つ「野外シンポジ

ウム」は，森林の研究を志す学部学生を対象に，

森林に関するさまざまな分野の研究者による研究

発表を，実際に野外で紹介する実践的な教育プロ

グラムです。一方，専門家以外を対象としたプロ

グラムとして，地元|司治体との共佛で｢森の学校」

を行っています。また，「森のたんけん隊」では，

冬休み｢hの小学生を対象に，真冬の森の中で楽し

く遊びながら，森の仕組みや生き物の営みを学ぶ

プログラムを行っています。

今後の展開

上で紹介した教育・研究プロジェクトは，これ

まで研究林で積み重ねられたデータや知識の上に

成り立っています｡北大研究林では,これまで200

箇所を超える「長期観察林」を設定・維持し，森

林の動態を観察し続けています。また，上述した

ような野生生物モニタリングのほか，フェノロジ

ー（生物季節）や水文観測・酸性降下物の長期継

続観察も，組織研究と位置づけて維持しています。

こうした長期モニタリングの継続が，北大研究林

の最も重要な仕事の一つです。これらの基盤の上

に立ったプロジェクト研究を通して，次のステッ

プでは，多面的な森林機能の修復・維持，生態系

の保全や持続的な森林の利用に向けた実践的な研

究につなげていきたいと考えています。

今回紹介したプロジェクト等については，森林

圏ステーションのホームページ(http://www.

hokudai.ac.jp/forest)に詳細が記されています。

｢北方森林圏データベース｣では，研究林で得られ

た長期観測データの一部が公開されています。今

後，内容を拡充して，より多くの研究・教育プロ

グラムに利用される研究林を目指したいと考えて

います。

〈引用文献〉

1）日浦勉（2000）科学71：67-76
2）北條元ほか（2002）北方林業54,245-247
3）金子潔ほか（2002）北方林業54,145-150
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今月のテーマ：進化する大学演習林

●地域の方々との交流フィールド
ー岩手大学滝沢演習林での取り組み事例を中心に

はじめに

近年，岩手大学演習林は「社会に開かれた演習

林」を合言葉に地域の方々との交流を促進し，将

来的には地域の方々の参加に基づくよりよい演習

林管理を目指しています。森林・林業のみならず

大学・演習林も大きな転機に立たされており，新

たな取り組みが必要となってきています。本稿は，

岩手大学におけるそうした取り組みを行うに至っ

た経緯と現状について報告するものです。

演習林の特徴と

「社会に開かれた演習林」

岩手大学の演習林は，奥羽山系に属し，ブナ林

などの原生的な植生を特徴とする御明神演習林と，

北上山地に属し，クリ・コナラ林やアカマツ林と

いった里山的な植生を特徴とする滝沢演習林から

構成されています。地域の方々との交流フィール

ドとして強く位置づけられているのは後者の滝沢

演習林です。同演習林は，県庁所在地である盛岡

市の大学本校から8kmと至近であり，また，演

習林の存する滝沢村は，人口が5万人を超える日

本一の村でもあります。こうしたことから演習林

には住宅が隣接し，滝沢演習林は大学演習林とし

ては全国的にも珍しい都市近郊林となっています。

このように都市に近い，あるいは，まさに都市化

の真っただ中にあるという条件は，利点と問題点

の双方をもたらしてきました。

利点としては，近年の森林との「ふれあい」へ

の期待の急激な高まりの中で，従来の大学におけ

る教育研究利用に加えて，地域住民への情報発

信・森林環境教育の場として機能することが容易

であるという点です。演習林は大学の教育研究林

であるがゆえ，「象牙の塔」の一部と化し，「確か

にそこにはあるのだけれど，何をしているかわか

らない」場所になりがちでした。こうした状況を

打開するために，滝沢演習林を演習林のみならず，

大学が行っている教育研究そのものを地域の方々

に公開する「ショーウィンドウ」として位置づけ
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▲盛岡市立下橋中学校の皆さんと筆者

垂た

ると同時に，地域の方々の要請に応えられるフィ

ールドを目指すこととしました。また，滝沢演習

林は，その里山的植生からも容易に推察できるよ

うに，元来，地域の方々の長年月にわたる森林利

用に基づいて現在の植生・生態系が形成されたも

のであり，里山的な生態系や森林利用が見直され

ている現在，地域の方々との交流・参加を通じた

演習林の利用・管理を志向することは必然といっ

てもよいものでした。

また，こうした考え方は，都市化の結果生じた

問題点に対応するものでもありました。都市近郊

林共通の悩みであるゴミの不法投棄，植物の盗掘，

腐葉土の持ち去りといった問題が増加し，かつて

はそれに対応するためにむしろ「外来者の立ち入

り禁止」で対応してきたのですが，結果的にこう

した問題を解消するには至りませんでした。ここ

で発想を180．転換し，市民に対して森林環境教育

を実施することにより，こうした問題の根本に向

き合うことこそが「教育研究林」としての大学演

習林の果たすべき役割と考えるに至ったのです。

もちろん，これは理想であり一朝一夕に社会の意

識が変わるものではない以上，演習林の教職員の

みでは解決しえない問題について地域の方々のお

力を借りて対処することも同時に構想されました。

これが後述する「演習林モニター制度」発足につ



やまもとしんじ

山本信次
岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター助手

〒020-855O岩手県盛岡市上田3丁目18－8

ながっています。以上のように滝沢演習林の取り

組みは，地域・大学・演習林それぞれの必要性か

ら生じたものと位置づけられるでしょう。

滝沢演習林におけるセミナー開催

滝沢演習林を地域の方々との交流フィールドと

するにあたっては，だれでも出入り自由の｢開放」

という手法は取りませんでした。これは前述した

種々の問題が現実に発生している以上，不可能な

ことでした。そこで，演習林をフィールドとした

環境教育あるいは林業に|封する正確な知識の普及

を目指した市民向けセミナーを積極的に開催する

ことになったのです。こうした方針が決定した平

成9年度から14年度の6年間に開催されたセミ

ナーは延べ36回,平均2カ月に1回のペースとな

っています。参加人数は延べ1,367人に上ってい

ます。その一例として，磯岡市立下橋中学校の総

合的学習として行われたものを紹介しましょう。

これは「総合的学習における森林教育」として1

年生を対象に平成12年以降,毎年開催されていま

す｡下橋中学校は,3年生を対象に岩手県室根村に

おいて「森は海の恋人」運動での広葉樹植林体験

を実施するなど，体系的に森林環境教育を実施し

ており，演習林での森林学習もその一環となって

います。淡習林内での実際の森林に触れる体験に

先立って筆者が中学校に出向き，すべてのクラス

で「出前講義」を行い，事前学習を行っています。

活動プログラムは，「森で遊ぼう」（ネイチャーゲ

ーム)，「森の木を測ろう」（林業体験)，「森を作っ

ている仲間を知ろう」（森林内の生物調査)の三つ

が行われています。また，平成14年度からは，2

年生を対象としたより林業体験を重視したセミナ

ーも開催されています。こうしたセミナーのほか

大学主催の公開訓座なども開催し，地域への情報

発信と地域からの要望や研究ニーズのくみ上げを

行うことにより，地域の方々との交流の機会を広

げています。

a019-621-6232,Fax同左
E-maileshinjiy@iwate-u.ac・jp

且声

演習林モニター制度と

ボランティア森林監視員

もう一つの特徴的な取り組みとして演習林モニ

ター制度が挙げられます。演習林モニター制度は

地域の方々の中で演習林に興味や関心をお持ちの

方にモニターとしてご登録いただき，演習林側か

らのアンケートにご協力いただいたり，動植物の
のりめん

目撃情報や倒木・法面崩壊情報などをお寄せいた

だくものです。モニター登録の特典として，演習

林セミナーへの優先参加力認められます。モニタ

ー制度は，演習林管理運営への地域住民参加の窓

口を開くものとして平成10年度より始められ,現

在45人が登録しています｡さらに具体的な演習林

管理運営への参加手法として，ボランティア森林

監視員を設けています。これは演習林モニター中

の希望者に特別講習を行い，腕章を貸与し，演習

林内の自由な散策を許可するかわりに，禁じられ

た行為を行っている人を発見した際はご注意いた

だくか，後ほど淡習林教職員へ通報していただく

もので,現在13名が登録されています｡本制度は

幾度もセミナーに参加され，もっと自由に林内を

歩いてみたいという要望に応えると同時に，演習

林にとってもメリットのある制度として創設され

ました。腕章をつけて林内を歩いていただくだけ

で不法行為の抑制につながっていると同時に，植

物盗掘などを制止していただくなど，具体的な成

果を上げています。

おわりに

以上，岩手大学滝沢減習林における取り組みに

ついてご紹介してきましたが，本演習林に限らず，

今後の森林管理には地域社会からの理解と協力が

なければ成り立ちえないものと考えています。今

後の森林管理の新しいモデル形成に向けて，今後

ともこうした取り組みを強化していきたいと考え

ています。
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今月のテーマ；進化する大学演習林

●日本大学演習林データベースの

はじめに

日本大学には，北海道山越郡八雲町および長万

部町に2,417ha,群馬県利根郡水上町に158ha,

千葉県君津市に32ha,藤沢キャンパスに7haの

計2,614haの演習林がある｡また，演習林ではな

いが，付属施設として静岡県富士宮市に西富士校

地花鳥山脈実習場50haがある。これらの演習林，

演習場のデータベースを平成14年から16年の3

カ年計画で構築中であるが，その基本的な椛想に

ついて紹介したい。

データベースの基本的要件

本データベースの基本的要件は次の三つである。

1）学生が利用しやすく，勉強および研究に大

いに役立つこと。つまり，主たるユーザーは学生

を対象とし，学生に有益であること。したがって，

空間データについてはGISを用いて表示し,写真

や画像を可能なかぎり活用すること。

検索加工

坐十
定型出力・表示

↓十
、利用（主として学生）
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2）一部のデータ（コアデータ）は研究室ある

いは淡習林で作成するが，大半のデータ（付加デ

ータ）はユーザーが作成し，それらが付加されて，

データベースが成長すること。

3）データベースの管理が容易であり，専門家

を要しないこと。システム管理のための定期的な

管理，保守は最低限に抑えること。

基本的な構造

データベースの椛造は図に示すように，次のよ

うなものである。

1）データベースは，コアデータと付加データ

で椛成されるが，それぞれのデータは独立で，完

結しており，ホームページの集合体のように，ネ

ットワークで結ばれる分散型の構造であること。

2）しかし，データベース全体はツリー構造で

整理され，検索力輔理的に，しかも容易に行える

橘造であること。

3）付加データの入力，追加，修正および削除

写真

文献

研究成果等

削除

▲図演習林データベースの概念
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L.構築 ますたにとしひろ

増谷利博
日本大学生物資源科学部森林資源科学科助教授

〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866
a0466-84-3673,FaxO466-84-3672

E-mail:masutani@brs.nihon-u.ac・jp 齢

ンピュータシステムおよびネットワークを利用す

るが，入力，記憶，出力，制御のために必要最低

限のハードおよびソフトを準備する。

2）文章や図表だけでなく，地図，写真，航空

写真，ビデオ，音声などを可能なかぎり利用する。

したがって，高度な出力，印刷機能を備えたもの

にする。

3）上述のデータベースの基本的要件，基本的

構造，利用方法，ハードおよびソフトウェアを具

備したシステムを構築するには専門家に外注する。

データの例

はユーザー自身が行えること。

利用方法

1）学生はネットワークにより，いつでも，ど

こでも無料で，自由に利用可能とする。

2）ハードウェアが準備されていれば，地図，

写真，冊子などの印刷物として出力データを入手

可能にする。

3）水上演習林，花鳥山脈実習場および静岡県

伊豆半烏の南端にある下田臨海実習所にビデオカ

メラを設置し，さらに学部内にディスプレー（マ

ルチビジョン）を設置し，リアルタイムの画像を

見られるようにする。水上演習林の四季の映像や

ツキノワグマ，サル，花鳥山脈の水鳥や渡り鳥，

下田実習所の海中の魚群も見られることから，こ

れらの画像は学生の好奇心を大いにかき立てるこ

とになろう。

八一ドウェアおよびソフトウェア

コアデータと付加データの例を表に示している

が，これらのデータは既存のものもあれば，現在

収集中のものもある｡また，コアデータと付加デ

ータの分類は固定的なものではない。コアデータ

であっても，時代の変化に伴って利用頻度が少な

ければ付加データとなる可能性もあるし，付加デ

ータであっても,ユーザーによって成長し,利用頻

度が高ければコアデータに昇格する場合もあろう。1）ハードおよびソフトウェアは，本学部の．

▼表コアデータと付加データの例

付加データコアデータ

●卒業および修士論文

●演習林での実習概要（学生が実習を受講す

るかどうかの判断の参考となるような資

潤）

●演習林の烏類分布

④演習林の昆虫類の分布

●演習林の草本分布

●演習林のキノコ類の分布

●降水量データ

●ツキノワグマの生息調査

●演習林概要：演習林の位置，交通アクセ

ス，施設，利用ガイ腱等

●航空写真(オルソフォト）：経年写真で，か

つ林相区分図や等高線図との重ね合わせ

を可能にする。

●森林簿関連の図簿冊類：森林簿，林小班

図，林道および作業道土壌図，地質図，

傾斜区分図，齢級区分図等

●モニタリング調査結果；固定プロット位

置図，林分構造，林相・下層植生・樹冠の

写真，土壌断面図（写真およびスケッチ）

等

●試験地の概要：試験地の位置・目的結果

等，林相写真等

●図鑑および森林百科事典類

●論文報告書等
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今月のテーマ：進化する大学演習林

●大学演習林のFSCの基準による
－東京農工大学の場合

大学附属施設の合理化

国立大学は平成16年4月に「国立大学法人｣化

され，それを機にさまざまな機構改革．合理化が

計画されています。大学附属施設にはそれより数

年早く，合理化の波が押し寄せました。東京農工

大学の場合，演習林，農場，波丘地実験実習施設

が合併し，農学部附属広域都市|巻|フィールドサイ

エンス教育センター（略称FSセンター）が平成

12年4月に発足，旧演習林は同センターの自然環

境教育研究分野となりました。

FSセンターは，自然林，二次林，農地，都市緑

地などの多様なフィールドを有機的に結び付け，

環境科学，森林科学，生物生産学など広い視野と

手法の融合によって，食糧・資源問題の解決，資

源循環型社会の構築を図るための教育・研究を推

進します。このような演習林からFSへの改革は，

その後多くの大学に波及し，大学演習林の約半数

はすでにFSの名称を取り込んでいます。

旧演習林の状況悪化

演習林の管理運営●年数回ある実験実習の指導

が担当教官の仕事のすべてだった時代は数年前に

終わり，それらの任務が全部残ったまま，学生・

院生に対する授業・論文指導や研究業績などは学

部教官と全く同条件となりました。利用者数は増

加を続けて教育・研究袖助の仕事は激増しました

が，技官．事務官の削減が続き，また，予算は毎

年漸減し，教育・研究環境は非常に悪化しました。

同時に，旧演習林運営の柱は，木材を中心とし

た林産物生産でしたが，材miiが安く賃金が高い現

在では収益が出ません。林産物収入はあっても，

生産のために不可欠な賃金（長期，短期）を払う

だけで赤字となります。公務員の技官の俸給’大

型機械購入費などを考慮すると，林産物直接生産

の不採算性はさらに増大します。

教育．研究を優先した演習林運営
じゅんし0F

従来の枠を遵守していては，淡習林運営は立ち
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行きません。伐採すればするほど赤字が出る林産

物直接生産は労務に余力のあるときに限定し，大

学演習林の本来の目的である教育・研究の優先が

図られましたが，その実行は抵抗を伴うものでし

た。

このようなとき，前述のFSセンター構想委員

会が，当時演習林長だった木平勇吉先生（現日本

大学教授）を中心メンバーとして発足し，旧演習

林は同センターに積極的に参画しました。組織が

新しく生まれようとしているとき，組織の内容も

新鮮さ・脱皮が求められました。

演習林管理の墓本

一国際基準の認証資格取得一

他の研究分野と融合してフィールドサイエンス

に取り組むことになりましたが，従来の演習林の

管理運営法に自信が持てませんでした。というの

は,1940年に設立されて以来，日本人による審査

すら一度もなく，外界を全く知らなかった演習林

には成文化された管理マニュアルは存在せず，ま

た類書もなく，前例のみが踏襲されていました。

FSセンター発足の前年，「農工大学演習林は国

|際基準の認証資格の取得を目指そう」と木平勇吉

演習林長（当時）から初めて提案されたとき，正

直言って肯定も否定もできませんでした。当時

(1999年2月ごろ）は現在のように，「森林認証」

の活字が林業関係誌に満ちあふれる状況では全く

なく，筆者は詳細な知識を持ち合わせていなかっ

たからです。そこで，その取得の目的・意義を聞

くと,｢最先端の森林研究と教育を行う国立大学の

演習林の管理運営は，国際的な基準を満足させね

ばならない」と答えられました。正論であり，管

理マニュアルが模索されている状況だったので，

直ちに取得を目指すことになりました。

FSCの基準による森林認証取得

当時，森林関連の認証は日本の場合，大きく二

つ,ISOとFSCであり,ISOは環境マネジメント

システムのみを認証するのに対し,FSCは現場で



森林認証取得ゞ‘ゞぅ"、
岸洋一

東京農工大学農学部附属広域都市圏フィールドサイエンス教育研究センター教授
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の森林管理そのものに基準を設けて審査したので，

東京農工大学はFSCの基準による森林認証の取

得を目指しました。予備審査，本審査を経て，東

京農工大学は幸甚にも日本の国有の森林で初めて，

世界の大学所有林でも初めて,FSCの基準による

森林認証を2001年10月に取得しました。

森林認証を取得する森林は，環境保全．社会便

益・経済的な自立という三つの要素が柱となった

10の原則，延べ52のチェック項目を満たさなけ

ればなりません。各項目はさらに細分化され，総

チェック項目は膨大なものでした。それらの原

則・項目を通覧しますと，森林管理のマニュアル

が見えてきます。てぐすね引いて対応したつもり

でしたが，標準的と思われた東京農工大学の森林

管理にも問題があり，14の是正処置要求が指摘さ

れました。詳しくは，岸(2002,2003)を参照く

ださい。

演習林による森林認証取得の意義

①森林を適切に管理するため，日本の林学．林

業が高い水準にあることを学生・院生に正当に実

地教育する演習林･FSは，国際的基準を少なくと

もクリアしていなければならない。

②21世紀の環境問題を乗り切るため,大学所有

の森林が森林管理者・所有者に管理の手本を示す。

③森林は経験・前例のみでなく，各種モニタリ

ング等の科学的データに基づいて総合的に管理さ

れるという手本を示す。

東京農工大学の森林は森林認証を取得でき，教

育面でのメリットは多いものの，林産物の生産は

少量であり，経済的なメリッ1,はほとんどありま

せん。しかし，その取得を通じて，これまでなか

った知識・経験をたくさん積んだ技官は，環境に

対し無神経ではなくなり，地域住民にさらに円滑

に接するようになりました。学生・院生は，学ん

でいる森林管理技術が世界に通用する正当なもの

と認識するようになりました。教官は，世界に理

解されない日本の常識・技術を考えるようになり

ました。メリットは予想外に広がっていました。

〈参考文献〉

岸洋一(2002)大学演習林のFSC基準による森林認証

取得.APAST44:25-28.

岸洋一（2003）東京農工大学フィールドミュージアムの

FSC基準による森林認証取得フィールドサイエン
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夏の秩父路から
(全国林研(高校)／金子製材㈱）

●高校林業科も今，大きな変革を求められている。第
42回「全国高等学校林業教育研究協議会（全国林研)」
研究大会（於：秩父市，7/29～30）を拝聴した。林業
科の特質を残しつつr総合学科」を目指すケース，む
しろ林業の基本を強化し，資格重視の教育を目指すケ
ースの発表があった。

●共通の認識は｢地域との連携」「地域性を生かす」こ
と。地元小.中学生向け「公開授業｣，かたや「体験就
職」など，出口・入口にも配慮して，より魅力ある
高校」を目指そうと検討が進められている。
●会場近くの金子製材さん（横瀬町）を訪ねた。新
JASへのライン対応はもちろん，高周波．蒸気複合
乾燥機をいち早く導入。県産スギ原木を中心に，月平

均1.000m3使用している会社だ｡金子真治社長は，こ
れからは間伐材でも太い物が出てくると予測。蒸気乾
燥だけでは対応が難しいと判断，導入に踏み切った。
●同社では，葉枯らし材のような水分傾斜の大きい材
は天乾に振り向けている。KD材にしる天乾材にし
ろ，出荷を待つムクの柱材は香りもよく，すがすがし
い。地域の「体験就職」先の一つとしても最高だな，
という印象を持った。（普及部編集室／吉田功）

ノ
、
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今月のテーマ：進化する大学演習林

●演習林における体験学習一東京農業

はじめに

東京農業大学奥多摩演習林（以下，奥多摩演習

林とする)は,面積156.54haと小規模ですが，こ

の地域は秩父多摩国立公園に含まれていることや

多摩川の上流域に位置していることなどから，東

京都の重要な水源地帯であるとともに，都民をは

じめとする下流域住民の「いこいの場」としても

親しまれている地域に属しています。

林況は，スギ，ヒノキ，カラマツ，サワグルミ

を主体とする人工林が52ha(34%),ミズナラ，

コナラ，カエデ類,カンパ類などの天然生林が104

ha(66%)となっています。もともと青梅林業地

の周辺に位置していることもあって，早くから植

林された樹齢90年生のヒノキ林も一部には存在

していますが，人工林の大半は戦後に植林された

V齢級以下の林分構成となっています。その中に，
げた

かつて下駄の原木用として植林されたサワグルミ

林約6ha(50年生)が含まれています。天然生林

については薪炭林跡の林分が多く，多様性に富ん

だ林分から構成されています。

敷地内には,70名収容可能である伝統的な木造

建築構法による管理棟および教職員の保養施設を

兼ねた木造ハウス2棟，そして，建物そのものが

資料である資料館など力穀置されている基地があ

ります。特に資料館は，全国各地から集められた

銘木によって建築されたこともあって，体験学習

の目玉の一つとなっています。

演習林の役割と機能

演習林の役割は，第1に，実践的な教育・研究

の場であることです。大学の授業で学んだ学理を

さらに総合化・深化するため，演習林において実

践的に体験学習する機能を整えていなければなり

ません。専門を発展するための実習をはじめ，各

研究室における卒業論文関連の調査・研究や研修

ゼミなどが実践的に進められています。

第2の役割は，地域に対する貢献ということで

す。今日のわが国の森林・林業を巡る諸情勢は，

極めて多様に展開しています。それは，戦後植林

⑳－林業技術No.7382003.9

した人工林が成熟期にさしかかっているのにもか

かわらず，長期的に木材価格が下落し，林業経営

の採算割れが生じていることです。そのことは林

業就業者の後継者不足を生み，高齢化を進めるこ

ととなっています。その結果，管理不足による荒

廃森林が増加する傾向が全国的に明らかとなって

います。他方,2001年の「森林･林業基本法」の

改訂にも明らかなように，森林の公益的な機能を

優先する政策が進められるようになっています｡

それは，木材生産の増大というかつての「産業政

策」から，国民生活に欠かせない健全な森林を造

成し保全するという「環境政策」への転換である

ようにも見えます。こうした中で，奥多摩演習林

としては，奥多摩地域の具体的な林業問題につい
こた

てどのように応えるか，さらには，都民の緑資源

としての森林整備のあり方などについてどのよう

に応えるかが重要です。現在，地域住民および各

種機関と奥多摩演習林との間で「奥多摩演習林運

営協議会」を設け，地域の共通する課題について

議論するなど，地域との協力関係を図っていると

ころです。主な調査．研究としては，地質，土壌，

水系，動物相，植物相などの基礎的なものから，

育林技術，林業経営，伐出システム，環境保全，

森林レクリエーションなどの専門的な分野につい

て，東京都林業試験場や奥多摩町，あるいは森林

組合と連携して進めています。

第3の役割は，市民の森林・林業体験学習や生

涯学習の場として利用促進するということです。

近年，環境問題の台頭もあって，森林に対する国

民の関心は急速に高まってきました。それは単に

▲炭焼き体験（炭出しの様子）
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大学の場合
みやばやししげゆき

宮林茂幸
東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科教授（森林総合科学科長）

〒156-8502東京都世田谷区桜丘1-1-1

a03-5477-2278.FaxO3-5477-2617(代表）
E-mail:gbl40315-5343@tbb.t-com.ne.jp

森林の破壊や荒廃に対してそのことを認識・理解

するというものではなく，自らが森林脅理に参加

しようとする森林ボランティアなどの森林・林業

体験が活発になっている特徴があります。また，

文部科学省は2002年より，学校教育において児

童・生徒の「生きる力」を養うため「総合的な学
い

習の時間」を設け，地域の特徴を活かした体験学

習を進めています。こうした巾で，演習林は大学

などの専門教育･一般教育の場のみでなく，森林・

林業体験あるいは人間の情操教育を含めた一般市

民向け体験学習の場として位置づけられるように

なっています。具体的には，本学の生涯学習セン

ターが主催する市民体験講座や森林体験訟座，あ

るいは自然体験活動（初級）リーダー鍵成講座の

フィールドスタディーをはじめ，東京都森林イン

ストラクター会の研修，小・中学校の教員研修，

子ども会の自然体験などを受け入れ，自然観察，

森林管理作業（下刈り,間伐,枝打ちなど),炭焼き，

草木染めなどの体験プログラムを，本学のスタッ
しようへい

うと地域からの指導者を招聰して進めています。

特に，地元の炭焼き伝承者と学生ボランティアに

よって建造された炭窯は，薪炭原木の生産技術や

炭化の理論的解明，あるいは炭の効用などに関す

る体験学習が可能となり，好評を得ています。

新たな演習林のあり方

ちょっと古いデータですが,1994年の林野庁主
もり

催｢森林の市｣で行った調査によると,1,500名中

約7割が森林を所有してみたいと答えています。

また，森林ボランティア数も全国で1,000団体を

数えるようになってきました。とはいえ，それら

森林体験等に関しての共通の課題は，一つは，活

動グループの多くは，実際に活動する森林（フィ

ールド）を探すことに苦労していることだといい

ます。所有者からすると，全くの素人が森林に入

ることに対する不安がつきまとうのは当然といえ

ましよう。また，多様な森林体験をプログラムを

する場合,そのプログラムに添った多様な森林(フ

ィールド）が必要となることも当然です。二つに

は，適正な指導者が不足していることです。森林

や自然を正しく理解するとともに，道具の使い方

や作業の安全，さらには地域文化の解説など，適

正に指導する人材が不足しているのです。特に，

下刈りや間伐作業などについては，安全の確保の

ためにも適正な指導者がぜひとも必要といえます。

こうした中で，奥多摩演習林は体験のフィール

ドとしても，また，適正な指導者の確保というこ

とからも，それに対応することのできる優れた機

能を有しています。なぜならば，演習林には目的

に応じた多様な森林が整備されていますし，それ

らを適正にレクチャーすることのできる指導者も

そろっているからです。奥多摩演習林は，地域林

業への貢献もさることながら，首都圏市民の体験

学習の中心的基地として整備することを目的の一

つにしています。

おわりに

森林ボランティアや森林・林業体験学習は，ま

すます盛んになるものと予想されます。そのよう

な中で，適正な指導者の存在は森林を正しく理解

する意味からも，体験活動の安全性からも不可欠

の課題といえます。今までの演習林は，やや林業

という専門分野内でのみ議論され，研究されてき

ました。すなわち，林業に関する専門的な教育・

研究を進めてきましたが，これからは広く市民に

開かれた演習林として整備するとともに，森林・

林業体験学習のフィールドとして発展させる時代

となっています。

さらに，それらの指導者の養成機関として機能

するとともに，森林・材業体験学習の指導者養成

としての全国的な演習林ネットワーク化を期待し

たいものです。

林業技術No.7382003.9-⑳



今月のテーマ；進化する大学演習林

●烏取大学蒜山演習林の広葉樹林
一広葉樹林の動態解明と二次林の生態系管理に向けて

演習林を取り巻く状況

地球規模での森林の破壊が進み，森林生態系の

劣化と環境問題が深刻化する中で，広葉樹林の有

する環境保全機能が見直されています。広葉樹は，

針葉樹と比較すると種類数が多く，生物多様性保

全に対する貢献度が高いという特徴があります。

また，広葉樹林をはじめとする健全な森林生態系

の維持および造成は，地球規模での環境問題を解

決するために，それぞれの地域で取り組むことの

できる身近な課題です。したがって，広葉樹林の

生態系保全と適切な管理方法，および広葉樹林を

構成するそれぞれの樹種の特性に関する研究が望

まれています。
ひるぜん みささ

鳥取大学には，蒜山，溝口，三朝，湖山と四つ

の演習林があります。蒜山演習林(573ha)は，そ

の6割以上がコナラ・ミズナラ・ブナなどの落葉

性広葉樹の優占する天然生広葉樹二次林で，貴重

な広葉樹研究のフィールドです。またほかの三つ

の演習林でも，広葉樹類が重要な位置を占めてい

ます。溝口演習林には優良なアカマツ天然林があ

りますが，さまざまな広葉樹類と混交しています。

三朝演習林には太平洋と日本海の両方の植生要素

を有する広葉樹林があります。湖山演習林は砂丘

に植栽されたクロマツやニセアカシアが主体です

蕊‘§

▲写真①アカマツ林伐採後の地表処理による更新樹種の

違いを追跡調査する野外試験地
（溝口演習林；2003年7月7日撮影）
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が，鳥によって種子が運ばれた広葉樹類が更新し

てきています。

昭和54年度に鳥取大学演習林内に設置された

｢広葉樹開発実験室｣は，いち早く広範な広葉樹研

究に着手し，針葉樹一辺倒だった林業政策の転換

を促すきっかけともなりました。このような時代

の流れの中で，広葉樹および広葉樹林生態系に関

するさまざまな教育・研究および人材の育成がま

すます必要となっています。そのためには，これ

までの教育・研究をさらに発展させるとともに，

インターンシップやボランティアとの協働体制，

森林教室などを通した一般市民や子どもたちへの

普及活動や教育活動も重要な課題です。

これまでの主な研究課題

1）広葉樹林の生態学的特性に関する研究：①

広葉樹林の資源，構造，成長，更新，動態の解明，

②広葉樹林を構成する樹種の特性に関する研究，

③広葉樹林地の水源かん養機能の解明。

2）広葉樹林の造成に関する研究：①広葉樹の

種子生産，育苗，育種に関する技術開発，②優良

広葉樹林の造成法・育成法の開発，③シイタケ原

木用広葉樹小径木林の造成技術。

3）広葉樹材の利用と流通に関する研究：①広

葉樹材の伐出技術と流通に関する研究，②シイタ

▲写真②コナラ林に設置した高さ20mの森林観測用ジ
ャングルジム

（蒜山演習林：2003年5月2日撮影）
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牛態系ゞ駁鰹馬皐
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鳥大演HP:htm://muses.muses.tottori.u.ac.jp/dept/Forest/univfol･-jhtml

▲写真③学生たちによるマンシユウマメナシとハマナシ

植栽地の下刈り作業
（湖山演習林；2003年5月13日撮影）

ケ栽培技術の確立，③広葉樹の材質特性と加工技

術の開発。

これまでの研究成果に関しては,｢演習林研究報

告」（これまで第27巻まで刊行)，「広葉樹研究」

(これまで第10巻まで刊行),それぞれに関連する

学会誌などを通して公表され，一般向けの書籍や

啓蒙．普及活動などによって，一般社会や地域住

民に還元されています。

これからの課題
かくらん

1）研究：人為的攪乱を受けた二次林の修復過

程を明らかにするため，広葉樹林の種組成･構造．

動態に関する長期継続調査を始めました。さまざ

まな野外実験地（写真①）や森林観測用ジャング

ルジム（写真②）を設置して，広葉樹林を構成す

るさまざまな樹種の生態的特性と環境保全機能を

明らかにし，広葉樹林の管理技術を体系化します。

そのためには，研究対象林としての維持管理が必

要です。

2）教育：森林生態系の構成要素としての植

物･動物･菌類･環境条件など，地域の自然環境。

爵爵

▲写真④鳥取県倉吉市で日本海に流れる天神川の源流部

（三朝演習林：2003年7月4日撮影）

生物多様性保全の場としての認識が前提となりま

す。大学生・大学院生の実習およびインターンシ

ップ＆ボランティア(写真③)，地域の子どもたち

や一般市民の社会教育など，広葉樹（林）を対象

とした教育の場を提供します。そのためには，健

全な森林生態系における生物多様性の維持を第一

目標とし，生物保護区の設定を含む生態系管理を

実行していく必要があります。

3）地域貢献：蒜山演習林は|剛山市を流れる旭

川源流，三朝演習林は倉吉市を流れる天神川源流

(写真④)，溝口演習林は米子市を流れる日野川源

流と，演習林の森林生態系は大きな河川の源流部

として地域の生態系保全に貢献しています。また，

さまざまな活動を通した地域の人材交流の拠点と

しての役割も担っており，研究成果の公表のみな

らず，一般市民や地域の子どもたちに対する説明

責任を果たすことも重要な課題です。

＊＊＊

これらの活動を通して，広葉樹林生態系を対象

としたフィールド科学の教育・研究拠点として，

さらに広葉樹（林）を利用したさまざまな活動に

貢献していきたいと考えています。
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今月のテーマ：進化する大学演習林

●九大｡フィールド科学研究入門一地

どさまざまである。時間と教師の関係でこれらの

中からいくつかを選択し，その年の課題とする。

宮崎演習林は，九州中央の山岳地帯（宮崎県椎

葉村）に位置し，典型的な過疎地にある。しかし’

1980年ごろまでは林業地として繁栄した地域で

あり，スギ・ヒノキの造林地が広がっている。こ

れが近年の国際化の中で衰退し，歯止めがかから

ない。グローバリゼーションは人類を豊かにする

かもしれないが，条件の悪い地域の衰退を加速し

ている。

学生は過疎の実情を知らない。ほとんどの学生

が都市出身者であり，山岳地帯にどのような資源

が存在するのか考えたこともない。また，樹木や

昆虫などの名前をあまり知らない。毎年，農学部

の新入生を演習林に案内するが，スギやヒノキが

判定できる学生は5％くらいである。こうした学

生に対して，地域社会や地域資源を視覚，味覚，
きゅうかく

I嗅覚，触覚，聴覚などさまざまな方法で認識さ

せ，グローバル化の中で地域がどう生きていくべ

きか，地域資源をどのように活用するかについて

考える。

はじめに

九大演習林では，全学の低年次（1，2年生）を

対象に「フィールド科学研究入門」を実施してい

る。今の学生の特徴は，受験勉強やバーチャルリ

アリティの影響で，自ら考えることをやめ，記憶

重視，指示待ちなどの傾向を強めている。そのよ
品っしょく

うな消極的な傾向を払拭し，主体的に考え，行動

できる学生に育てるのが，低年次教育の課題の一

つである。そうした現状認識や課題を持ち，学生

とフィールド（現実社会）に出て，主体性を形成

できるように支援するプログラムである。

このプログラムは三つの演習林で実施されてい

る。北海道では｢北海道プログラム｣,福岡では｢物

質循環プログラム｣，宮崎では｢地域資源プログラ

ム」である。本稿では，そのうち宮崎演習林の事

例について紹介する。

地域資源プログラムの目的

宮崎演習林ではその特性を考え，「地域資源｣を

キーワードとした。地域資源は樹木，キノコ，水，

渓流の魚，野生動物，昆虫，風景，歴史，文化な
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▲家庭訪問（過疎の実態や歴史，生活などについて聞く）

⑳－林業技術No.7382003.9



域資源プログラム
いいだしげる

飯田繁
九州大学大学院農学研究院教授

〒811-2415福岡県篠栗町津波黒394九州大学農学部附属演習林
丑092-948-3113、FaxO92-948-3119

E-mail:iidafor@mbox.nc.kyushu-u.ac.jp

▲樹木採集（雨の日も頑張るよ）

4泊5日の流れ

これまでに木材，キノコ，水，シカ被害，観光，

生活史などについて，1課題1日を原則に，①座

学，②調査（森林調査，工場・家庭・役場訪問な

ど)，③グループ別のまとめ，④発表･討論という

形を取ってきた。

学生が最初に困惑するのは，携帯電話がつなが

らず，コンビニがないことである。真っ暗な夜も

別世界である。しかし，満天の星を見て，その美

しさ，すばらしさに感動する。家庭訪問，民俗資

料館見学などを通じ，嫁不足,若者の流出,病院・

学校間題など，過疎の実態を知る。そして，山菜
易そう

等の保存食やシカ刺などをご馳走になり，自分た

ちの生活と比較しながら椎葉村（地域）を理解す

る。また演習林では，シカの被害や林業問題など

に触れる。そうした見聞，体験を基に，最終日に

印象記や地域の発腱策などを報告し，語り合う。

学生の見た地域社会

ほとんどの学生がこの地域を，

自然に恵まれ，すばらしい所と

感動し，過疎によって消えてし

まうのはもったいないと感じて

いる。しかし反面，変化がなく，
とし

停滞的で，歳をとれば住みたい

と思うかもしれないが，若い自

分はこのような変化のない所に

は住みたくないと思っている。

彼らの地域発展策もいくつか

提案された。歴史や自然を生か

した観光産業の振興がその一つ

である。これには反論があって，
きく・

ゴミ問題や自然破壊などが危倶

されるので，都市の人を対象に

テイ」（農林業の体験)･や「ボラした「ファームステイ」（農林業の体験)･や「ボラ

バイI、（ボランティア＋アルバイト)」などで｢脱

観光」を図るべきだ，というのである。

他方，「発展･変化」を求めるには椎葉村は力不

足であり，「現状維持」を選択すべきではないか，

例えば，神楽や食文化などの保存を考えるべきだ

というのである。また，定住とはいかなくとも半

年とか1年間，生活してみたいという人が住める

ような対策をとることも一つではないか，といっ

たように話が展開する。

主体性

このプログラムの一つの目的は，学生を主体的

にさせることにある。グループでテーマを作り，

発表させるのはよい方法である。もう一つ注目し

ているのが「サンキュースピーチ」である。工場
あいさつ

兄学や家庭訪問などの後，学生にひと言挨拶させ

ることにしている。一瞬困惑するものの，挨拶す

る顔は美しい。教師の楽しみの一つである。
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第49回

林業猿術コンテスト

匿剥発表要旨Ⅲ

日林協が主催するく林業技術コンテスト＞は本年第49回を迎えました｡今年は
5月27日に主婦会館プラザ･エフ麹町（東京･四谷）で開催され，森林管理局・
分局支部，各県支部からの推薦による18件の発表が行われました。

◇本コンテストは，林業の第一線で実行や指導に活躍さ

れている技術者の皆様が，それぞれの職域で業務推進
のために努力され，そこで得られた貴重な成果や体験

を発表していただく場であります。本会では，これら
の発表の成果が，関係する多くの方々の業務の中に反
映されていくことを願って毎年開催しています。

第49回林業技術コンテスト 林野庁長官賞

◇今回の審査では，「林野庁長官賞」3件，「日本林業技
術協会理事長賞｣4件が決定し，受賞者は，翌28日の
日林協総会席上で表彰されました。

◇今回18件の全発表内容(要旨)については，先月号と
本号の2回に分けて紹介しています。

森林景観整備の取り組みと

その成果について
さとうゆさお

関東森林管理局日光森林管理害業務課課長佐藤幸男佐藤幸男
流域管理調整官一条英一

はじめに

日光森林管理署では，優れた森林景観を創出するた

め，藤原町および県道路公社今市管理事務所と協議会

を結成し,平成13年度から新しい森林景観づくりの考

え方（フォレストスケープづくり）に基づき，日塩も

みじライン沿線を対象に各種整備を行ってきたcまた，

その取り組みの一環として，鬼怒川の景勝地である龍

王峡の復活や川治温泉の近くに魅力のある見晴し台を

新たに整備した。

森林景観（フォレストスケープ）について
ここでいう森林景観とは，単に森林の景観を指すの

ではなく，森林を中心とし山や川などの地形やダム，

道路などの人工構造物も含めた総合的な森林景観を指

しており，その総合的な森林景観をフォレストスケー

プという。

優れたフォレストスケープづくりを効果的，効率的

⑳－林業技術No.7382003.9

に進めるためには，利用者はどこから，何を見ている

かを十分に認識することが必要である。すなわち，視

点（眺める位置）と祝対象（眺める対象）を明確に認

識して，優れた森林景観づくりを行う必要がある。日

塩もみじラインでは，利用者は車を運転し見晴し台で

景色を眺めるので，視点は道路と展望台になる。そし

て，道路が視点の場合は視対象は沿線の樹木等であり，

展望台が視点の場合は周りの森林や山並みが視対象と

なる。

実施内容

日塩もみじライン沿線

日塩もみじラインは，日光地区と堀原地区を結ぶ全

長27.5kmの111岳観光道路で昭和47年に開通した。

道路沿線は日光国立公園の第二種特別地域に指定され

ている。この日塩もみじライン沿線におけるフォレス

トスケープづくりとして，展盟台周りの眺望伐附やへ



写真①①展望台前の一部を伐採した後の眺め。伐採により遠方
の日光連山が見通せるようになった(H.13.10)

アピンカーブ内側の小径木の伐採，道路沿線のヒノキ

の間伐等を行った。

①富士見展望台周りの眺望伐開

日塩もみじラインが開通した30年前は,富士見展望

台周りに大きな樹木はなく，見通しも良好であった。

しかし，その後の樹木の繁茂により同展望台からの眺

望が失われたため,平成12年から3カ年かけて周囲が

見通せるよう眺望伐開を行った（写真①，②，③)。

②カーブ'9の土場敷の眺望伐開と視点場の整備

カーブ,9地点にある土場敷(空き地）は広く，駐車

場とすることが可能であり，また樹木の一部を伐採し

見通しを確保すれば川治ダムや遠方の山々が見える条

件を備えていたので，この土場敷を視点場および駐車

スペースとして利用することとした。樹木の伐開幅は

わずか5mほどであったが,巨大なスクリーンが出現

したかのように，川治ダムや遠方の山並みの眺望が得

られた。

視対象を明確にするため，視点場に木の柵を設置し，

休むことができるよう木製のベンチを置いた。このベ

ンチは車の侵入を防ぐのにも効果があった．これらの

整備により，付近を通過する人々は見晴し台のあるこ

とがわかるようになり，昨年の紅葉時期には車でいつ

ぱいになるなど大盛況であった。

また，ここを訪れた観光客から眺望伐開したことに

ついて意見を聞いたところ，皆一様に，今まで見えな

かったものが伐採により見えるようになったのは素I晴

らしいことだと，大変好評であった。

③ヘアピンカーブ内側の小径木伐採

日塩もみじラインには数多くのヘアピンカーブがあ

るが，その内側の樹木の繁茂により見通しが不良とな

っていた。良好な森林景観のデザインと安全運転のた

めの見通しの確保という観点から，4カ所でカーブ内

側の樹木の伐採を行った。このすかし切りによりヘア

ピンカーブの見通しが良好となり，ドライバーから大

写真②展望台前をさらに伐採した後の眺め◎伐採により道路
やヘアピンカーブ内側の樹林が見通せるようになった

(H.145)

一一

写真③前方のヘアピンカーブ内側の小中径木を伐採した後の
眺め(H.146)

変喜ばれている。

④道路沿線のヒノキ大径木の間伐

道路沿線には94年生のヒノキの大径木があり，この

ヒノキが道路沿線に植栽されたもみじの木を被圧し，

また，冬季には日陰ができ道路が凍結しやすくなると

いう問題が生じていた。これらを解決するため，道路

に面した第1列目のヒノキを中心に間伐した。今後は

フォレストスケープづくりを念頭に置き，要所要所で

ヒノキを効果的に残していく必要がある。

龍王峡における景勝地の復活

龍王峡は鬼怒川の水の流れが岩を浸食した結果，奇

岩‘|蚤石が見られる所であり,年間80万人の観光客が来

訪する。しかし，ここでも樹木が繁茂し，それらの景

勝の眺禦が妨げられてしまったため，樹木の伐採が最

小限となるように視点を設定し，支障となる木を伐採

した。わずか2.5m幅の伐開により，何十年ぶりかで

｢五光岩」や「うさぎはね」等の名所が復活した。

新たな見晴し台の整備

鬼怒川温泉や川治温泉には年間240万人以上の人が
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宿泊し，ハイカーも多数来訪する。また，簸近は森林

浴に対するニーズも高まっていることから，景色の良

い視点を見つけ出し，歩道を作設して森林浴コースを

設置するなど，森林浴の増進を通じて地域振興に寄与

することを検討した。視点場の開発にあたっては，独
いかり

自性のある優れた景観となるよう，川治ダムと五十里

ダムの2つの大ダムが眺望できる森林景観を目標とし

た。素晴らしい見晴し台の候補地を見つけ，藤原町の

協力を得て，延長700mの歩道を間伐材を使って林内

に設置した。歩道の幅は60cm程度とし，できるだけ

自然らしさを残した。また，東のほうに位置する鶏頂

山ｶｮよく見えるよう若干の修景伐採を行った。

この新たな名所の開発は地元紙でも大きく取り上げ

られ,また,地元の観光協会等から積極的にPRしたい

との申し入れがあったので,A3判のPRパンフを川

治温泉街の旅館等に100部配布しPRしていただいた。

新聞で紹介されたことにより，地元の人たちだけでな

く県内の他地域からも森林散策に訪れるなど，大いに

利用されている。

森林景観づくりのポイント

森林景観は地形やダム等の人工物を含む総合的な景

観，すなわちフォレス|､スケープであり，地形や人工

物も見える優れた景観となるようデザインすることで

ある。また，景観のデザインにあたり効率的・効果的

な森林景観づくりを行うためには，視点と祝対象を重

視することである。さらに，利用の増進を図るために

は，視点場の幣備が必嬰である。

また，整備した後も優れた景観が維持できるよう，

手入れが必要である。

まとめ

森林空間利用タイプの森林，特に国立公園の特別地

域は人の利用の増進を図る所であり，フォレストスケ
こた

一プづくりを進めることにより，国民のニーズに応え

た公益的機能の高い森林づくりができると考えられる。

|j光森林管理響では，森林の保謹管理の実施例などに

ついてまとめた報併齊r森林の公益的機能を重視した

森林管理について一森林景観づくりと森林の保護管理
への取り組み』(A4判,148頁）を作成しました。森
林の管理（利用・保謹等）に関心のある方には送料の
みにて提供いたします。

●申し込み・問い合わせ先：〒321-1274今市市土沢
1473-1日光森林管理署云0288-22-1069FaXO288-

22-1072住所･氏禍･職業を明記し，切手290円を同
封してお申し込みください（担当：一条，佐藤）

第49回林業技術ｺﾝﾃｽﾄ|林野庁長官賞｜

間伐シミュレーションソフトの開発
一間伐をやる気にさせる資料とは－

みやざきたかゆ8

宮崎隆幸長野県下伊那地方事務所林務課普及係主査

間伐推進資料の重要性

平成13年度に間伐推進のため指導区で懇談会を実

施し，懇談会の効果について分析を行った。間伐を実

施した人の中で，懇談会に参加した人より，参加した

人から口コミで情報を得て間伐を実施した人のほうが

3％多かった。今まで間伐を推進するうえで，懇談会

等に出てこない（関心がない）人に理解をしてもらう

ことが課題と考えていた。懇談会に使用する資料の工

夫しだいで，もっと口コミ効果力測待できると考え使

用する資料を検討した。

今まで使用した資料や説明は？

今まで使用していた間伐説明用資料では，森林所有

者が間伐の効果をイメージできない｡そこで平成13年

度は，間伐を実施した林分と未実施林分では，：謄伐(75

年生）時にどのくらい胸高直径に差が出たか表現した

グラフ（図①）を使用した。また，間伐効果（直径成

長)を期待するなら，遅くとも35年生までに実施する

ことを強調した。ただ，このグラフは事例であって．
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表①間伐シミュレーション
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個々の森林所有者の山に対応していないことが課題で

あった。

個々の山のデータで将来が予想できる資料は？

間伐指導は，個々の森林所有者の林況データを使用

して，主伐(80～100年生)時の樹高や胸高直径を推定

することができれば，間伐等の長期施業計画も立てや

すくなり，「間伐をやってみようかな？」と思う森林所

有者が増えてくると考えた。

間伐施業を考えるときは「林分密度管理図」とr樹

高曲繊を利用するが，どの森林所有者も簡単に使い

こなせるものではない。そこで長野県林業総合センタ

ー育林部の協力を得て，密度管理図や樹高曲線の数式

をコンピュータに入力して、図や表で成長の変化（動

き）を見ながら説明できる資料として「間伐シミュレ

ーション」（表①）を作成した。

間伐シミュレーションの使い方

入力するデータは，施業年度，樹種（表・裏スギ，

ヒノキ，カラマツ，アカマツ)，林齢，樹高，立木密

度，胸高直径である。間伐計画は，間伐の間隔を入力

するとその時点の林況が表示されるので，形状比を見

ながら収量比数を調整して間伐率を決定する。間伐回

数は4回まで入力が可能である。

使用上で注意すること

このソフトは，いかなる数字を入力してもそれなり

の資料になってしまうことから，収量比数を1回で

0.15以上減少させるとセルの色が青から赤に変わっ
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表②60年後の比較

た。以上の条件で比較したところ，21回|間伐と弱度間

伐では60年先の胸高直径は数ミリの違いで,単木材獄

もほとんど差はなかった。

②投資経費の比較

表②の結果から,21可間伐と弱度間伐を比べると，

弱度間伐の経徴は2倍かかっているが，収種（主伐）

時の立木本数や単木材穂に差はなく収入は同じと考え

られる。このことからも，間伐回数や間伐率は収入に

大きく影響するため，慎軍に決定する必要がある。

間伐シミュレーションの利用

①一般所有者には

相談を受けたその場で，経営方針（経費も含む）に

基づく間伐計画を入力して，主伐時の胸高直径等を予

想しながら「間伐を計画的に実施すると同時に後継者

に書面で残して継続的な施業」が行える。間伐施業の

適正化と推進につながった。

②篤林家には

地元の指導林家にシミュレーションの話をしたとこ

ろ,現在10年生のヒノキを,30年で3寸5分角の柱材

を生産するために効果的な間伐計画を探り出して，計

画的に間伐収入を得ることが可能ではないか，また，

｢先を見た間伐が実施できることは,面白いし励みにな

る」との意見もあり，短期収入間伐の期待ができる。

また，今までの施業の実証と新たな試みをチェックす

ることで，自信と新たなチャレンジができる。

③将来の後継者には

説明がうまくできていないためか，間伐の意味が理

解されていない(学有林で木を伐ることが罪悪感)。そ

こで，「施業の継続性と間伐の効果｣をシミュレーショ

ンし，生産期間は異なるが，野菜と同じく手をかけな

ければならないことを例に出して理解してもらった。

間伐強度
強度間2回 弱度 中庸

区分

羽
収
一
姉
測
一
秘
－
４
｜
岬

平均樹高

立木本数

胸高直径

幹材積

単木材漬

間伐回数

間伐経費

23

1,034

247

608

a〃

2

340,000

23

1,054

255

612

a〃

4

680,000

23

500

325

467

α〃

4

680,000

m

本/ha

cm

m3/ha

m3/本

円

間伐経費単価を

170.剛円/haとしだ場合
間伐時に収入の可能性あり

て，風雪害等の自然災害を受ける林にならないように

注意を促すようになっている。当面は，ルールを知っ

ているAGが間伐説明や説得資料として使用するこ

とにしている。

自然枯死線については，間伐対象林分で調査をする

と著しい枯損木が確認される例はきわめて少ないこと

から，自然枯死線を考慮する必要はないと判断した。

最終間伐から主伐まで数十年を要すが，適正な本数に

減少しておけば枯損木の発生は少ないと考えられる。

間伐シミュレーションを使って

間伐施業の効果を比較すると

作成したシミュレーションで，間伐の方法を変えて

その後の成長変化を比較してみた。

①間伐強度の違いによる成長と投資経費

間伐の方法は，①2回間伐：今回実施＋1回の計2

回(間伐率35～38％)，②弱度間伐：間伐率を20%に

決めて4回,③林務課推奨間伐：間伐率を30～38％の

範囲で4回，④強度間伐：収量比数からすると危険と

言われている0.15以上(0.20）で4回，の4種類とし

旧本林業技術協会理事長員第49回林業技術コンテスト

森林環境教育の実践と今後のあり方について

くぼたなおこ

久保田尚子四国森林管理局嶺北森林管理害森林ふれあい係長

はじめに

学校教育においては,平成14年度より小学校3年生

以上について「総合的な学習の時間」が導入され，そ

の中で森林環境教育も行われているが、実際には教育

現場ではどのように取り組むべきか戸惑うことも多く，

試行錯誤の段階にある。また，林野行政では，この｢総

合的な学習の時間」を利用して森林環境教育の実践を

準備してきたが，学校等における森林管理署の認知度

⑳－林業技術No.7382003.9



は低く，森林教室等の依頼を受ける地盤がまだ間まっ

ていないなど，森林管理薯が森林について何をどのよ

うに子どもたちに伝えていけばよいのか，そのあり方

ｶ§重要となっている。今回は，昨年秋からの本管理署

における取り組みを基に，今後のあり方について考察

したので，その結果を報告する。

森林環境教育の考え方と実践

嶺北森林管理署では，森林環境教育を3つのステッ

プ，すなわち「in,about,for」に分けて考えている。

まず「m」では，自然の中で自然に親しむことを主と

し，幼児や自然体験の少ない人を対象とする。次の

｢about｣では，自然について知るということを大事に

し，自然に親しむことの次のステップとし，最後に

rfor｣は,自然のために何ができるかを考え実行すると

いうことで，森林環境教育の最終日的となるものであ

る。

森林環境教育プログラムの実践に際しては，アプロ

ーチとして案内状を作成し，嶺北森林管理箸管内の主

な小学校，幼稚朧1,保育所に配布した。小学校につい

ては，巾・高学年川と，低学年用の2櫛類を配布した。

その結果,10月の配布からわずか4カ月足らずの|州に

20件もの依頼があった。

小学校低学年，幼雅園，保育所では，絵本の読み聞

かせを行った。これは，｜司然に親しむこと(in)ととも

に，自然について知るということ(about)にもつなが

っていくものである。また，開催時期が秋であったの

で，どんぐりや木の実を用意し，簡単な工作を行った。

初めは署員の作った見本を鋤したものが多かったが，
しだいに自分なりに工夫し始め，人形や動物，おもち

ゃなどオリジナルな作品が次々とでき上がるなど，自

然に対する興味と体験意欲とを呼び覚ますようであっ

た。

また，ある保育所では，2歳から5歳までの子ども

たちと,75歳から92歳のお年寄りたちと一緒に,継続

して数回森林教室を行った。絵本を読み聞かせたり，

ドングリ等を使った簡単なゲーム，あるいは自然のも

のを利用した作品づくりを行った。ふだんと違う遊び

とあって子どもたちの興味を引きつけ，お年寄りたち

も，子どもたちが昼寝している時間に作品づくりに熱

中するなど，両年齢層の自然に対する興味関心を引き

起こす結果となった。

高学年では，クロモジやヒノキ，ミズメなどのにお

いをかがせ，ブイ|､ンチッドの話を行ったあと，木の

枝を使って昆虫や動物づくりを行った。このことで，

工作の最中にあちらこちらで木のにおいに関するコメ

ントが聞かれるなど，単なる木工教室に終わらず，ま

た先生方からは，刃物の使い方を学ぶ良い機会であっ

たとの声も聞かれた。

別の小学校では，第1回目にネイチャーゲームや工

作をして(in),第2回目に紙芝居により間伐の意義を

知り(about),次に実際に体験間伐を行うなど

(Ior),継続して森林教室を行うことにより，単発的な

森林教室ではできない，自然に親しみ，考え，実行す

るというステップを踏むことができた。

森林教室実施後は，デジカメで撮った写真やアンケ

ート用紙を，返信用封筒やホオノキの葉に書いた手紙

を添えて郵送した。ホオノキの手紙は大変好評で，自

然に対する興味をさらに喚起したようであった。

アンケートの結果では，案内状を見て楽しそうなの

で参加を申し込んだという声が多く，予想以上に案内

状の効果があったことが判明した。また，注目すべき

ことは，小学校低学年および幼稚園，保育園からの要

請が大半を占めていたことである。この事実は，幼児

期からの自然との触れ合いが求められているという現

状を示しているものと考えられる。

新しい試み

森林について理解を深め，さらには森林について考

え実行してもらうためには，単発的な，あるいは「森

を子どもたちに」という持ち込み型の森林教室ではな

く，ときには野外に子どもたちを連れ出して経験させ

るなどの継続した働きかけが必要である。そこで，同

一の学校で「in,about,fol･」と継続して経験できるよ

うな新しいプログラムを企画しているところである。

また，小学校向けに紙面森林教室として手書きの新

聞「れいぼくの森だより」を毎月発行している。第1

号を送付した際のアンケートによれば，今，教育現場

からはさまざまな角度から見た森林の情報力球められ

ていることがわかった。地元に即した，継続した森林

の学習につながればと考えている。

今後の課題

森林環境教育については，まだその大切さが十分に

認められておらず，片手間に行われている感がある。

学校から何が求められているかをよく見極めたうえで，

森林教室の内容を工夫し，継続的にきちんと対応して

いく体制が必要である。また，小学校，幼稚園，保育

園の先生方自身も自然に触れる機会が少ないと思われ

ることから，森林管理箸は先生方をサポー1､する役目

も担っているものと考えられる。
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旧本赫業濁瀧潅纒臺長貫’第49回林業技術コンテスト

子どもたちと森林を結ぶ ｜蝋一
一鳶

近畿中国森林管理局島根森林管理著大和森林事務所ひぐちち@kこ

森林官樋口千代子

選んでプログラムを組み立て，周辺の木や石等，身近

な資材を使うことで親しみを覚え,かつ,何かを作る喜

びを感じさせながら森林の大切さを伝えるよう努めた。

森林教室の事前準備

森林の水源かん養機能を理解させるための紙芝居

『雨太郎のぽうけん』，地球温暖化と森林の関係を描い

た『炭素クンと緑ちゃん』のほか，民話を紙芝居にし

た『大力大くえ』，山の安全を主題とした『山の安全こ

とわざ』等の作品を自作した。模型による実験では，

森林の水質浄化作用を実感させるため，イチョウを育

てている木箱と，何も植えていない土だけの木箱を準

備した。におい当てゲームでは，独特の香りを持つク

ロモジ，ミズメ，クスノキ等の木片を用意した。また，

ふだんから木の実，木の葉を収集しておいたり，小道

具を作ったり，苗木の確保，つるやきのこのほだ木の

用意等，事前準備に留意している。

森林教室の実践例

①夏休みの一日を使って実施した教室では，森林で

パンを焼こうと，粉を練り，かまどを作り，火をたく

ことを体験した。パン生地を入れる竹も切り，自分の
はし

食器は自分でと，竹で箸と器も作った。パン生地を寝

かせている間に，人工林と天然林の違いを学習した。

②植付け2年目の幼齢人工林に出かけ，各種保育作

業や地図や図面の見方を指導した。

③小学6年生を対象に保安林について学習したとき
えん

には，教室で学習した後，実際に保安林に出かけ，堰
てい

堤を見学し，その役割を学び，保安林内の裸地に広葉

樹の苗を植えた。
林おち

④夏休みの一lj,邑智郡内の｢親子ファミリー劇場」

のメンバーと国有林内の川で流しソーメンをした。幼

児から中学生，お父さん，お母さんが参加し，森林か

らはきれいな水が供給されていることを実感し，森林

の水質浄化作用，流水量の調整機能を学習した。

⑤幼稚|劇では，お年寄りと一緒に，森林からの恵み

を知ってもらうため，きのこ菌の打ち込みをした。作

業中の会話も弾み，世代を超えたふれあいの場として

はじめに

森林官として山を巡視しているうちに，森林の大切

さとともに，健全な森林を維持していくにはいかに人

の手を加えていかなければならないかを痛感した。同

時に，森林にかかわることの楽しさ快さも感じ，それ

を一般の人にも体験してもらい，森林の大切さ，そし

てその森林を維持していくことが大変なことだという
いわみ

ことを理解してもらおうと考えた。勤務地の石見地方

は林野率が90%近くあるにもかかわらず,山や森林に

対する意識は決して高くない。そうした中で，森林の

持つ公益的機能や緑の大切さを地域の人々に理解して

もらうために，まず対象を未来を担う子どもたちにし，

その輪を家庭や地域に広げようと考えた。

問題点と考え方

これまでの森林教室では，どちらかというと一方的

に教えるという姿勢が強かったため，子どもたちが興

味を広げることもなくその場限りとなっていたが，子

どもたちにとっては五感で感じることがいちばんと気

づき，こちらから子どもたちの中に入り込んでいくこ

とにした｡そこで,表のような森林教室用のメニューを

作成し，地域の保育所，幼稚風小学校等に出向き，

年齢や場所，季節，与えられた時間等に合った項目を

表・森林教室用メニュー
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も有意義であった。

⑥トドマツの苗を木の箱に植えたり，間伐材のヒノ

キで，クリスマスツリーを作った。

森林教室の輪の広がり

①森林教室の後には，子どもたちからお礼の手紙が

届くし，ときどき，森林事務所に小学生や中学生が質

問に来るようになった。簡単なことはその場で教え，

r山の植物と里の植物の違い」のような質問について

は，一緒に調べ，考えることにしている。

②森林教室を続けていく中で，ついには地元の子ど

もたちが下校時に森林事務所に集まりだし，木工作品

を作り始めた。いろいろとユニークな作iW!ができ上が

り，地元の郵便局が局舎の中にふれあいコーナーを設

け，展示してくれるようになった。

③老人福祉施設での森林教室で,｢I1学生が積極的に

お手伝いをし，お年寄りに再ばれた。

④中学生が「川と森林」のテーマで夏休みの宿題を

完成させたり，小学校では，緑の大切さを考えるため

に，全校で森林に関するクイズ大会を開催した。大会

の高得点者には手作りの「みどりの博士認定証」を授

与し，森林への関心を高めさせることができた。

⑤「森は海の恋人」事業として，温泉津町漁協の漁師

さんたちによる植付けや下刈り体験等が行われるよう

になった。

これらの事業は，そのつど新聞に掲戦され，森林の

効用についての特集記事が組まれたこともあり，地元

のみならず島根県全域からイベント等についての問い

合わせがきた。

まとめ

森林は，一人前になるのに100年近くかかるが，子

どもたちは20年たてば一人前である｡この子どもたち

が一人前になり，今日置かれている森林環境問題に疑

問を持ち，緑の地球を子孫に引き継ぐため，1人でも

2人でも「森林を守る仕事」が好きになってくれるよ

う，子どもたちの笑顔や喜びを共有しながら，今後も

地域に溶け込み，森林や林業の普及や啓蒙，ならびに

国有林のPRに寄与するため，森林教室を継続してい

きたい。

第49回林業技術コンテスト (財)奈良県林業基金業務課森林管理係主査

分収林におけるツキノワグマ等剥皮害と…しこ,‘
保育省力化への一体的取り組み 中西康二

はじめに：（財)奈良県林業基金は，水源林造成と林業

労働者の就業機会確保を図るため，分収造林特別措置

法に基づく二者分収造林契約により,標準で5,000本／

ha植栽!,60年伐期で､ヒノキの優良柱材生産を目標に

1,347haの造林を実施してきた。

現状と問題点：奈良県では平成元年ごろから，二ホン
はくひ

ジカやツキノワグマによる造林木の摂食や剥皮等の被

害が激化し，植栽時に金網NIIIを周囲に張り巡らせる方

法で対処するだけでは十分でなく，将来に収益を約束

する分収造林では契約の根幹を揺るがす大間題として，

ネット巻き付け等による収裡予定木の保誰が必要にな

った。折から，m・IV肺級の林分が枝打ち実施適期に

差しかかり，枝打ちと間伐の保育戯と琳業費がピーク

を迎えている。また,111村では高齢化と過疎化が進行

し林業労働者の後継者不足，ひいては労働者の技術低

下問題が生じており，緑の担い手を育成する体制の充

実も求められている。

剥皮害防除と保育省力化への一体的取り組み：枝打ち

と間伐に際して，労働力と事業費の節約のため，収益

を期待する主伐木と最終の間伐予定木の合計’'300

本/haを選木し，これに締付具でポリエチレンネット

を巻き付け，それら選木された立木のみ枝打ちした。

ネット巻き付けにより，剥皮害が防除されるとともに，

その後の間伐作業が容易になった。

まとめ：選木基準の習熟のため，講習会の開催やモデ

ルとなる選木プロットを設定したが，作業員のさらな

る技術の習熟のため，実地での研修実施が必要である。

収穫木以外へのツキノワグマ等の剥皮害は，将来間伐
と心

する立木への巻き枯し間伐と捉え，ツキノワグマ等と

の共存を考える。分収期限までの総投下量の試算では，

間伐と選木枝打ちネット巻き法は間伐と全木枝打ち法

と比較し，労働力では少なかったが,事業識では28％

増しとなった。安価なネット資材への変更や，巻き替

え回数を減らす等，コストダウンを図る必要がある。

林業技術No.7382003.9-⑬



第49回林業技術コンテスト

縞枯現象の追跡調査について

しまがれ

はじめに：冷山国有林にある縞枯山のシラベを主とす

る亜高山帯針葉樹林の縞枯現象について，その成因，

現況の変化等を追及し，亜高山帯施業方法の確立を図

るため1954年に初回調査を行い，その後77,87,2002

年に追跡調査を実施したので，結果を報告する。

調査地の概況と調査方法：縞枯山は八ヶ岳連峰の北部

に位置し，縞枯現象はその南西斜面の標高2,200m付

近の山腹中央部から頂上部に現れ，ほぼ等高線状に樹

木が立枯れた横縞模様を呈している。調査区は，斜面

下部から頂上方向に帯状に10m幅で斜距離10mご

とに53区画設け(高低差134m),各区画ごとに立木の

樹高と胸高直径を毎木調査した。

調査結果と考察：樹高は，最も高い部分が1954年の

15mから2002年の5.3mへと低下し，それに伴い縞

枯れの帯が4～5カ所から2カ所程度に減少し，かつ

縞枯れの帯の幅が小さくなり，縞枯部分が識別し難く

第49回林業技術コンテスト

中部森林管理局南信森林管理署

造林係長

いりまじりのぷたか

入交信太

なった。下層木についても，過去の調査では多数の幼

稚樹が確認されたが，今回の調査では幼稚樹の確認で

きない区画もあった。しかし縞枯現象のいちばんの要

囚とされている風の最多風向，平均風速，最大風速と

も過去の観測値と比べ大きな変化は認められず,59年

の台風による大量の風倒や，近年亜高山帯に拡大して
lよくひ

いるニホンジカによる剥皮害等の影響は不明である。

おわりに：樹高が全体的に低く縞が不規則になってい

るが，稚樹のある所は確実に育っており，このまま推

移し樹高が高くなれば卓越風の影響を受け，過去に見

られたような規則的な縞枯れ状態に回復することが考

えられる。また，ニホンジカによると思われる剥皮害

の発生は，綿枯れ部の稚樹がない箇所の稚樹発生や，

その他の健全な幼稚樹発生箇所にどのような影響を及

ぼすか，今後さらに調査を継続していく必要がある。

継続的に利用する作業道作設および
高性能林業機械を利用した伐出シス
テムの取り組みについて
中部森林管理局名古屋分局森林技術第二センター
基幹作業職員住祐介森林技術専門官熊崎裕文

すみ

件

鯵
ゆうすけ

祐介
<まさきひろふみ

熊崎裕文

はじめに：間伐施業等が継続的かつ安定的に持続でき

る森林づくりを目指し，岐阜森林管理署管内の間伐予

定団地において，幹線作業道および支線作業道を作設

し，併せて高性能機械による効率的な間伐作業方法に

取り組んだので，その結果を報告する。

継続作業道作設：間伐等の森林整備や複層林施業の推

進に必要な路網を早急に整備するため，林道を補完す

る形で継続作業道（幹線および支線作業道）を作設し

た。これは森林管理や施業に継続的あるいは間断的に

利用することを目的としたものであり，民有林へ広く

普及しやすいモデル幅として幅員を2.5mに設定し，

排水処理にも留意した。作業ポイント箇所は，景観等

に考慮して重機のすれ違いができる程度の範囲とし，

また，コスト低減への取り組みとして，法面の強化等

の簡易構造物作設は現地発生資材を利用して施工した。

高性能林業機械：集材機能と造材機能を備えたタワー

⑳－林業技術No.7382003.9

ヤーダプロセッサと，ゴムキャタ式の林内運搬作業車

であるフォワーダを導入し，作業ポイントを中心にし

た放射状の列状間伐，作業道からの列状間伐，列状間

伐からの魚骨方式および点状方式での集材，および造

材，運搬，巻立てまでの一連の作業をシステム化した。

まとめ：継続作業道は，後年には路面整正程度で車両

等の乗り入れが可能なことから，容易に森林の手入れ

ができ，間伐施業等を継続的かつ安定的に持続するこ

とが可能である。高性能林業機械による間伐作業法に

ついては作業ポイントを設けることにより機械本体を

中心にした放射状の間伐および集材，また作業ポイン

トを設けない作業では向柱を作設することにより列状

(魚骨状)間伐および集材の有効性が認められた。15年

度は1,-タルコストの低減に配慮した高性能林業機械

による作業仕組みを確立することで，収益性が確保で

きる間伐方法として民有林等への普及に努める。
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第49回林業技術コンテスト

侭高品質材生産林における若齢林
枝打ち技術の開発 ざ泊
九州森林甑局森林技術ｾﾝﾀー 森篁鱸籠臺漢佳薑童紙篝美難鼻

背景：枯枝の自然落下が遅いヒノキでは，死節の発生

を防ぐためには収穫までに数I可の枝打ちが必須であり，

また，針葉樹に比べ曲がり，双生木，大枝，節等が多

い広葉樹で良質材を生産するためには蒋齢時に枝打ち

を行う必要があると考えられる。そこでヒノキでは枝

打ち回数を減らすための強度の枝打ちが成長に及ぼす

影響を，また広葉樹では枝打ちに伴う巻き込みの速度

と腐朽の進行状況を明らかにするなど，高品質材生産

のための若齢林における枝打ち技術の開発を試みた。

試験地および調査方法：宮崎森林管理署去川国有林の

12,13年生のヒノキ，イチイガシ，ケヤキ造林地に平

成8年度に試験地を設定した。ヒノキは，幹に密着し

て平行に枝打ち鋸で切り落とす方法で4段階に強度を

変えて行い，イチイガシ・ケヤキでは，幹に並行かつ

幹からの距離を変え,あるいは幹と45度の角度で枝打

ちを行い，その後の樹高や胸高直径，枝張り，巻き込

み速度，切り口からの腐朽の侵入状況等を調べた。

結果および考察：ヒノキは，枯枝だけや力枝から下を

切ったものに比べて，樹高の1／2あるいは3／5の高

さまで枝打ちをしたものは，5年後に胸高直径で

17～29％,樹高で16～17％成長が低~ドしていたが，3

mの柱材の生産は可能であると考えられた。イチイガ

シ・ケヤキでは，幹に平行に密着して切ったものは3

年後にはほぼ巻き込みを完了。幹から1cm離したも

のおよび牌に対して45度の枝打ちは,3年後にはイチ

イガシでは61～65％，ケヤキでは79～84％のものが

巻き込みを完了していた。幹から2cm離れたものは

その分巻き込みが遅かった。ケヤキでは枝打ち後，直

射'二I光の当たる所に不定枝の発生が見られた。これま

でのところ，切り口からの腐朽の侵入は確認できない

が,平成19年度に巻き込み部分を製材し，腐朽の有無

や進行状況を調べる予定である。

第49回林業技術コンテスト北海道森林管理局北見分局森林技術第三センター

森林技術主任

留辺蘂天然林実験施業林の

主要なタイプの現状と今後“‘”じ鰯凡"・沼田純一
はじめに：北見分局管内の洞爺丸台風被災後再生した

57,000haに及ぶ過密な針葉樹二次林を健全な森林に
ろぺしべ

誘導するため,昭和56年にr留辺蘂天然林実験施業林」

を設定し，林分構造に応じた「類型」を定め，目標と

する林分構造に誘導するための施業を実施し，3年ご

とに樹種別の胸高直径を主体に調査を行った。

類型別林分構造および施業方法：針葉樹二次林で，

中・小径木の多段林を呈している過密林分を「択伐

型｣9小径木主体で一部中径木で構成される過密林分を

｢漸伐型｣，針葉樹を主体とする樹群と笹生地がモザイ

ク状になっている林分をr群一疎開型｣とし，「択伐型」

と「群一疎開型」はL字型の径級階別本数分布を持つ

択伐林型を目標に，昭和58年に30％，平成13,14年

に22～23％の単木間伐を実施した。また，「漸伐型」

は二段林を目標として，58年に30～50％の単木ある

いは帯状間伐を実施した。

結果と考察：「択伐型」は林分全体ではL字型になっ

ているが，今後トドマツの競合が激しくなると予想さ

れ，林分構造の推移を見つつ3回目の間伐を行い，ト

ドマツの肥大成長促進とともに後継樹となる小径木の

維持･発生を図る必要がある。「漸伐型」の帯状伐採区

では立木の肥大成長および広葉樹の侵入が少なく，20

年経過後も設定前の蓄積に回復していないが，単木伐

採区では約10年で回復しており,材績成長促進のため

には単木伐採が有利と考えられる。「群一疎開型｣のト

ドマツが成林しにくい湿性の立地条件の所では，エゾ

マツの小径木が増大している。今後はエゾマツの後継

樹の成長を促す施業力泌要である。無施業区では，林

分全体の蓄積増加鐙は少なく，立木間の競合により後

継樹となる小径木が枯損していることから，針葉樹二

次林における間伐等の適切な施業により，早期に択伐

林型への誘導が可能であることが実証された。

林業技術No.7382003.9-⑮
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第49回林業技術コンテスト

誘導伐実施結果による一考察

北海道森林畿属函館分局震奮聯簾菅術薑鶇壼鯉削熊伊葺みどり
はじめに：国有林野事業では,平成14年度より森林環

境保全整備事業として長期育成循環施業を導入し，そ

の一環として，森林を健全な状態に維持するための誘

導伐を実施することとなり，当管理野においても，森

林の公益的機能を十分に発揮するとともに資源の有効

活用を図るため誘導伐を実施したので，報告する。

実施箇所の概要：対象地は当署管内八雲森林事務所

150林班は小班の,1942年植栽の|､ドマツ人_IZI林(4.79

ha)で，機能類型は水土保全林国土保全タイプに属す

る。林況は，平均胸高直径36cm,平均樹高20m、本

数230本/ha,材頼186m3/haの林分で,過去2岡の間

伐が実施されている。

伐採方法：伐採方法については，現地斜面や風向，林

分内容等を検討した結果，帯状伐採とすることとし，

水土保全林であることから函館分局の森林施業の｢I渋

に従い，伐採幅30m,残し幅60mとした。立木資材

量は1、ドマツ831m3,広葉樹60m3であった。

実行結果および更新：生産された素材は，トドマツー

般材524m3,その他針葉樹および広葉樹原料材で，ト

ドマツはほとんど腐れもなく3等材が大半を占めた。

径級階では20～38cmが約8割を占め，材価が低迷

し，大径材が敬遠される中で全数量の販売ができた。

更新については，下層植生がチシマザサであり周辺に

母樹も少ないことから，確実に更新を図るため，全刈

地栫えによりトドマツ3,000本/haの方形植えを行う

予定である。

今後の検討：今回誘導伐を実施した箇所は，伐期齢が

1()0年以上の長伐期施業となることから，上木トドマ

ツの材質劣化を注意深く見守りながら，下木への照度

祷理や防風，防霜効果等に留意しつつ間伐等の保育作

業を行い，国土保全機能等の公益的機能を高度に発揮

する健全な林分に誘導していきたい。

／ 、

⑳上段2枚＝ウッディランド東

京にて。①台東区立根岸小6年

のお友だちの木工完成記念写真，

⑧東京分局のインターンシップ

実習生2名も木工体験に挑戦。

下段3枚＝子ども霞が関見学デ

ー(8/20～21開催)から。⑧農

水省7階講堂がブースに分けら

れ，④林野庁ブースでは木工教

室を開催，⑤大臣室も公開。私，

大臣になっちゃった／（吉田）

夏
休
み
の
思
い
出
「
作
り
」
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＊写真①前列左から，松原浩平君，藤岡勇貴君，中嶋太洋君，小林裕太郎君，谷和征君。

ロ川修羅見学会のお知らせ……日時：9月20日（土）／内容：川を使って丸太を搬出する際の構築物である「川
修羅」の製作見学会／講師：久保田喜助氏（予定）／持ち物？弁当と,できれば長靴／集合：わたらせ渓谷鉄道の
沢入（そうり）駅10時／解散：15時ごろを予定／参加費？2千円／定員：40名／申込み：参加希望者の住所氏
名・電話番号を明記のうえ，ファクシミリで羽鳥孝明(東京の林業家と語る会)氏まで(a&FaxO3-3867-4757)。

⑯－材業技術No.7382003.9
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区分’行事 期間~I- 主催団体／会場／行事内容等名

全国

鰯7'‘'木材活用ｺﾝｸーﾙ|藻築哩,"］
l1本木材1!f}II:年団体連合会(東京都江東区深川2-7-41WPビル壷03-

5620-4806)水の効果，斯新な活用方法を取り入れた住宅，木造建築・
櫛進物，エクステリアなど木材の新しい加工技術･新規用途の紹介の5部

11Wの作品について募集・表彰する。

企llil越般労働組合総辿合（束京都新宿区商H1馬場2-7-15aO3-3200-
6221揃山市総合体育館(W111市湊人船町12-1a076-444-6688)/木
造建築に従聯するff年技術者脳の技能向上をI叉Iる痴信競技大会｡四方転び

踏み台を作成する。

棚愛知建築士会(名古腱ili中区栄2-6-3a052-261-1451)/名古屋市
'im小企業振興会館吹上ホール(千穂区吹上2-6-3)/建築材料，設備機
器等の建築全般に側する広範囲な備雑交流をI蕊|る。

奈良県木材協同組合連合会（丑()744-22-6281）ほか／「リベルテホール」
("'lilll;尚取町）ほか／県産材はもとより．広く県外の銘木･一般紫材や
製品を・蝋に集め，木材展示即売会，児童・生徒木工工作展等を実施。

森林マラソン組織災行委貝会（東京都文京区本郷3-14-12a
03-5684-8113)束威都八王子II穂尾山(太平国有林)/参加者自身が｢緑
の募金」・尚姥1I1の森林雅備を支援するチャリティイベント。マラソンの
ほか森林遊び体験・森林観察などを行う。

(独)森林総合研究所(茨城県つくば市松の里1s0298-73-3211)/つく
ば国際会縦場(つくば市）／コナラ展に関連する遺伝部門と造林部門の最
新の研究成果について．情報交換・討議を行う。

富山

令建総遮第'9阿幽'’群|"7~1，技能競技大会

名古屋
蕊33111|建築総合腱|9｣s~2ⅢNAGOYA2003

奈良 奈良県林材まつり 9.20～10.29

東京 第7回高尾山森林走遊学大9．28
会

ユフロ作業部会合同セツ9.28～10.2
ション

茨城

10月
主催団体／会場／行事内容等区分’行事名 期間

１
１
１

南風の生活文化展実行委只会a0995-42-1111/木と生活文化ミュージ

アムI葡剛入館・KTSサテイスタジオギャラリー・ホテル京セラ／生活文
化のアー1，．エ裟作1拍を金剛騨集し，厳選された作品の展示を行う。

棚全国ﾕ:梁澗等学校校腿協会（束厳都千代田ば飯旧橋2-8-1a03-3261
-1500)"131'!|全国唯紫数行ブェア北海道大会アクセス札幌(札幌市
II薊央|x,北1条l'till.R)/全国の専門高校生を対象とした木材加工技術の
向l:をi叉IることをI'約とした腕技会。

WhI~l本ネイチヤーケーム協会（東京都新補区新宿5-18-20"03-5291-

5630)/flm各地の公剛，緑地，森林など170会場／全国各地の地域に住
む'l蝿が，身近な公臘lや緑地･森林で，企l弧I一斉にネイチャーゲームを通
してl'I然とふれあう。

柵井叶M<材組合迎合会／柵井ﾙ轍i北木材林産協同組合／福井県内で生産
された優良材を･一難に無め，木材関係者･一般県民に県産材の良さの再認
",l.l1村・林災に対するHM解を深めてもらう。

林梁・水･'ｲ．製造業労働災W防止協会（東京郁港区芝5-35-1丑03-3452‐
4981)脇根ﾘﾑ民会館（ﾙﾙ根県松江lli殿川158)/林材業'11係者が一堂に
食し，労伽安全術生惣訓のIAl｣:を図ることをll的とし，講演･事例の紹介
などを行う。

節35回㈹砂防学会シンポジウム実行委貝会(奈良市盗大路町30a0742
-27-7513)/なら100年会館(奈良'li三条宮前7-1a0742-34-0100)/

台肌弊による風倒木災押などの今後の研究の方向や具体的な施策につい
て帆広く撒諭を行うための拙淡・話題提供・パネルディスカッション等。

鹿児島 南風の生活文化腿2003 10．4へ29

北海道 第3回薇校生ものづくりコ

ンテスト全国火会（木材川
｡淵1門競技）

10.17

全国 第121M1全IIII-･斎ドI然とふ

れあうネイチャーゲーム大
会

1().19

福j:I 第5凹柵井鼎の森優良材.ま
つり

10.1.9～2]

島根 "4()l''lal.lil林材業労|仙災
評防止大会

10．3(）

第351111㈹砂防学会シンポ
ジウム

奈良 1030～31

〈林野庁監修〉

平成15年度版 空中写真撮影一覧図
カラー折図(縮尺120万分の1）
定価4,200円(税別)･送料サービス）

刊
行
の
ど

●林野関係／国土地理院全撮影成果図および撮影地区一覧表

●最新成果の撮影年度・本年度撮影予定一目瞭然●撮影機
関別に色分け●5万分の1地形図区画，図葉名入り●交
付申込要領・同申込書様式（裏面）

お申し込み先一

日本林業技術協会普及部販売担当係
〒102-0085東京都千代田区六番町7
aO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

案
内

林業技術No.7382003.9-⑰
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リレー連載レツドリストの生き物だち

gフジバカマ
かわはらたかゆき

河原孝行
森林総合研究所北海道支所森林育成研究グループ長E-mail:kaba@ffpl･l.affl･c.go.jp
〒062-8516札幌市豊平区羊ケ丘7a011-851-4131.FaxO11-851-4167

フジバカマは秋の七草の一つとしてたいへん有
はぎくず

名です。これは山上憶良がr萩の花尾花葛花
なでしこ おみなえしふじばかまあさがほ

駕麦の花女郎花また藤袴朝貌の花」（方
よ

葉集第8巻1538）と詠んだものが広く浸透したこ

とによります。ちなみに各種は，順に，ハギ，ス

スキ，クズ，ナデシコ，オミナエシ，フジバカマ，

キキョウ（ムクゲ説もある）です。いわば万葉の

世から日本人に愛されてきた植物なのです。また，

葉にはクマリンを含み，芳香を発することから香

水として懐に入れたり，風呂に入れたりすること

もあったそうです。また，通経や解熱糖尿病の

生薬として使われていましたが，現在は副作用も

強いため，あまり使われないようです。

フジバカマE"""o"z""んγ伽"eiTul℃Z.は，

分類学的にはキク科ヒヨドリバナ属に属し，同じ

仲間に，ヒヨドリバナやヨツバヒヨドリ，サワヒ
はんらんげん

ヨドリなどがあります。川辺の氾濫原に生える多

年生植物で,1～1.5mにもなります｡葉はふつう

三つに大きく裂け，対生につきます。ほかのヒヨ
せんてん

ドリバナ属植物では，葉の裏に黄色の腺点と呼ば

れる小さな球状の組織力苫あるのですが，フジバカ

マにはありません。花は8～9月に咲きます。花

序は密な散房状となり，一つの頭花には小花と呼
っぽみ

ばれる筒状花を五つつけます。花は蕾のときは紫

がかった薄いピンク色で，花が咲くと白っぽくな

ります。花にはチョウやアブ・甲虫が訪れます。

一つの小花から一つの種子を生じます。種子は3
そうか

Innlくらいの黒色の痩果（果肉がほとんど発達し

ない)で4～5mmの単褐色の冠毛を持ち，風で

運ばれやすい構造になっています。

1989年に発表されたレッドデータプック（わが

国における保護_上重要な植物種の現状，日本自然

保護協会）では，フジバカマは絶滅寸前と最も高

⑯－林業技術No.7382003.9

い危険度で評価されました。その後再調査がされ

た2000年の「改訂･日本の絶滅のおそれのある野

生生物一植物I(維管束植物)」（通称，環境庁版
さぐ

レッドデータブック）では，絶滅危倶II類と2ラ

ンクほど絶滅危険度が落ちています。これによる

と，22都府県で確認されていますが，既知の産地

のうち，14箇所で絶滅,26箇所で野生絶滅となっ

ています｡現在の平均減少率は約50％で，シミュ

レーションによる100年後の絶滅確率は約99%

と推定されています。

フジバカマは日本以外に中国・朝鮮・ベトナム

でも知られますが，朝鮮・ベトナムのものは栽培

のものと考えられます。中国のフジバカマは，標

本で調べると中国全土にわたりあちこちに出てく

るのですが，栽培・逸出と考えられるものも多く，

正確な自然分布は不明です。日本のフジバカマは

関東や関西の平野部でしばしば観察されるのです

が，丈夫で勢いよく育つ割に，その分布は局所的

でたいへん偏っています。それでフジバカマは中

国原産で，奈良時代以前に日本に帰化した植物で

はないかと疑われてきました。一方で，フジバカ

マの生育地は古くから人間の活動の影響を受けて

おり，近年，特に開発により自生地が失われたた

めにその分布は局地的となったので，フジバカマ

はもともと日本に自生していた，と考える人たち

もいます。この論争は，日本と中国のフジバカマ

のDNA塩基配列を比較することで今後解決でき

るかもしれません。

ヒヨドリバナ属の摺吻には広範な種内倍数性が

知られています。ふつう，植物ではそれぞれ異な

る染色体からなる基本染色体セット（ゲノム）を

二組持っており2倍体と呼ばれますが，基本染色

体セットを3組,4組と持っているものがいて、そ
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節が行われ洪水による氾濫が起きない所がほとん

どで，著者の知る自生地でも，クヌギなどの高木

や帰化植物のセイタカアワダチソウが侵入してフ

ジバカマを被圧しています。フジバカマは元来洪
かくらん

水による攪乱で光環境が好転するのを待つ植物と

考えられます。しかし，水量調節が行われ，また，

農業目的での柴刈りや火入れなどが行われなくな

った昨今の状況では，フジバカマの自然更新は著

しく困難です。人間の社会生活との調和を図りな

がらフジバカマが共生していくためには，人為的

草刈りや火入れによって，フジバカマの更新環境

を作ってやることが必要でしょう。

フジバカマは種子による繁殖以外にも地下茎を

延ばして無性的に増殖しており，このようにして

維持されている脳体のほうが多いと考えられます。

しかし，無性的に繁殖した個体はクローンで遺伝

的に同一ですので，一見個体数の多い集団でも，

遺伝的多様性が低い可能性があります。同一クロ

ーンばかりになると体質が同じになるため，病気

や虫などにより一斉に被害を受ける可能性を秘め

ています。無融合種子生殖により作られた種子も

また親株のクローンには違いないのですが，無融

合種子生殖をする種でもしばしば部分的に有性生

殖をすることが知られているので，花が咲いて交

配できる環境を作ることは重要でしょう。RAPD

と呼ばれるDNAマーカーを使って小貝川のフジ

バカマのクローン描造を調べたところ，調査個体

はすべて同じクローン型を示していました。

フジバカマの保全についてもう一つ注意点を述

べたいと思います。この10年ほど,園芸店でフジ

バカマが売られているものをよく見かけます。園

芸店で売られているものは全体に小型で花の色が

濃く，自生のものと印象が少し異なります。

RAPDマーカーやアイソザイムを使ってこの園

芸フジバカマと自生フジバカマを調べてみると，

大きな違いが見られました。園芸フジバカマは日

本産ではないのかもしれません。この園芸フジバ

カマが誤って自然下に移植されたり逸出して自生

のものと置き換わったりしていかないよう，注意

が必要です。

れぞれ3倍体,4倍体と呼ばれています｡後者はま

とめて倍数体と呼ばれます。日本産ヒヨドリバナ

属植物のうち，フジバカマ以外の7種では2倍体

が確認されているのですが，フジバカマは4倍体

しか知られていません。また，ヒヨドリバナ属植

物では，2倍体では受粉を介した有性生殖を行い

ますが，倍数体では受粉を必要とせず，体細胞か
肱い

ら胚を形成するという無融合種子生殖がふつうに

行われます。日本のフジバカマもやはり無融合種

子生殖を主に行っていると考えられます。ヒヨド

リバナ属植物では，生体から直接染色体を観察し

なくても，2倍体と倍数体の花粉形態の違いを使

って，押し葉標本の花粉の観察により倍数性を推

定することができます。この方法で中国のフジバ

カマを調べたところ，漸江省から広東省の沿岸の

デルタ地帯に見られる小型のフジバカマが2倍体

であり，内陸の大型の個体は倍数体であると推定

されました。日本や朝鮮のフジバカマには，やは

り倍数体型しか見つかりませんでした。

フジバカマは前にも触れましたが，低地河川沿

いの氾濫原や土手に見られる植物です。現在はそ

のような場所は護岸されて、宅地や道路に開発さ

れています。また，建造物がない所でも，水量調

林業技術No.7382003.9-③
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連載随筆

ハウザー子会社ノースウェストハ

ードウッド社（以下9NWH社）

がこの地域での製材生産竝の7

～8割を占めている。ウェアハウ

ザー社は90年ごろからレッドア

ルダーの植林を先駆的に手がけて

きており,NWH社への安定的な

原木供給源となっている。昨年後

半から今年の春先にかけてレッド

アルダー素材価格が急騰したが，

これはNWH社が競争相手を駆

逐するために一般森林所有者が立

木販売するレッドアルダー林分を

極めて高額で買い取ったためであ

るとして訴訟問題となっている。

原告の広葉樹製材企業は,NWH

社はウェアハウザー社から安価で

原木を入手できるので，あのよう

な高値で職入しても採算が取れる

のだと非難している。第一調§I決

は独占禁止法違反との原告の主張

が認められたが,NWH社はこれ

を不服として控訴している。

レッドアルダーは家具，特にキ

ッチンキャビネット用として利用

度が高く，ステイン（表面塗装処

理）することによって米国東部の

高価なチェリーやメープルに似て

くるので代替品として人気がある。

レッドアルダー製材品は国内家具

およびキャビネットメーカーばか

りでなく，世界中に輸出されてい

る。特に，近年の中国向け輸出還

の伸びは著しく（図②),2002年の

シアZも〃鰯 No.5

レッドアルダー

勝久彦次郎
日本木材総合情報センターシアトル事務所長

1997年ごろまではダグラスファ

ー製材用2等級国内向けをはるか

に下回っていたが,98年にはこれ

に追いつき,2000年半ばからはこ

れを上回るようになり，最近では

輸出用ダグラスファー（12インチ

上）と肩を並べるまでになってい

る。2003年6月の素材価格(製材

工場着)は,1,000スクリブナー＝

5.5m3,1ドル=120円として換

算すると，ダグラスファー製材用

国内向け9,950円/m3に対し，レ

ッドアルダーは12,500円/m3で

ある。ダグラスファー一辺倒であ

った森林所有者が関心を持つのも

当然である。

北西部でレッドアルダーなどの
ひ

広葉樹を挽く企業は数社しかなく，

なかでも8工場を保有するウェア

オレゴン州およびワシントン州

の米国北西部太平洋岸からカナダ

B.C州の沿岸部にかけては世界有

数の林業地帯であり，植林といえ

ば9割以上はダグラスファーであ

る。ところが，近年は広葉樹，特

にレッドアルダー(A"zfs"め7秘，

ハンノキ）に対する関心が山林保

有型企業および一般森林所有者の

間で高まっている。ひと昔前まで

は造林事業の邪魔者扱いをされ，

ごく一部は家具用として製材に回

されていたが，ほとんどはチップ

あるいは燃料材として利用されて

いたにすぎなかった。

関心の高まりの原因は何といっ

ても素材価格の上昇である。図①

に見られるように，レッドアルダ

ー製材用2等級丸太の価格は

1.200

八 八〃I
/t/YI/!I､

－－DF輸出用
--DF=2国内用一
一アルダー等2

戸､／~、

1．000

800

,弐へV､ﾉい､-/kz,_､,_”ハ
ル少ハヘ－.八～ ０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４
３
２
１

600

400

200

/､W－ﾉ~Y--V~

△/、～‐､八へ八‐ ’

一一ｲﾉ、‐､′ ､'－－ﾍノ

0

箪、諺も沙も鯵も瀞・沙､沙もが、瀞もがら瀞ら
▲図①製材用素材価格の推移（シアトル近郊,1,000スクリブナー当たり）
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▲図②米国からの中国向けレッドアルダー製材輸
出量の推移(単位;1,000m3),資料:USITC
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▲写真(1 林道端によく見られるレッドアルダー林分｡樹皮

はかなり白っぽくなるので,日本からの訪問者は
一瞬シラカバと見間違えることがある ▲写真②天然更新したレッドアルダーと植栽したダグラス

らる
ファーおよびウェスタンレッドシーダーの若齢複

層林
ぱ2倍はあるだろう。氏

は日陰でもよく育つといわれてい

るウェスタンレッドシーダーも同

時に植込んでいる。

レッドアルダーの初期成長は極
おうせい

めて旺磯で,30年前後で製材用適

材が収種できる。その後は成長量

が鈍化し，ダグラスファーに追い

越されるので，あまり長伐期にす

るのは得獺でないようだ。レッド

アルダーは窒素同定機能があるの▲写真③鳥に穴を空けられたレツドアルダー
や

で，痩せた土地でも育ち，また，

レッドアルダー林分の伐採跡地にレッドアルダーの製材用素材価

|悩えられたダグラスファーは成長格は材質に大きく左右される。通

が素晴らしく，根腐れ病にもかか直かつ無節のものが望まれるので，

らないとの研究成果がある。前述氏は積極的に枝打ちを実施してい

のウェアハウザー社ではレッドアる。このような手間暇とダグラス

ルダー人工林を伐採した後は再びファーの成長の遅れを考慮すると，

ダグラスファーを植える予定との経済的なメリットがどの程度ある

ことであった。かわからないがトライする価値は

これまではレッドアルダーにつあるとベルトン氏は考えている。

いては特に摘褥虫の被害はないが，北西部ではサーモン保護のために

強いて言えば写真③に見られるよ渓流沿いの伐採制限ｶ強化されて

うに，春先に鳥が幹の周囲にぐるいるが，レッドアルダー資源の大

つと小さな穴を幾つも開けること半がこのような渓流沿いにあるた
し

である。惨み出てくる甘い樹脂にめ，近い将来の供給はタイトにな

虫が集まるので，烏は甘味付きのると見込まれている。目ざとい林

虫をちょうだいすることになる。家はレッドアルダー植林を考えて

ベルl､ン氏は材質の低下はあまりいる。少なくとも天然更新してき
もく

心配しておらず，逆に面白い杢がたものを従来のように邪魔者扱い

出て高値で売れるかもしれないとすることはなくなった｡20年前と

期待している。は大きな変わりようである。

輸出総量21万m3の約4割を占

めている｡日本向けも97年には3

万5,000m3あったが,過去2年間

は5,000m3前後でしかない。日本

市場でのレッドアルダー家具の評

価が落ちたのかどうか，興味のあ

る方は調べていただきたい。

ダグラスファー皆伐一斉造林に

やや疑問を感じ，レッドアルダー

を雑木として切り捨てるのではな

く，針葉樹と一緒に育成すること

を手がけてきた一般森林所有者も

いる。オレゴン州を視察に訪れた

日本の林業改良普及員にはなじみ

のジョン・ベルトン氏（所有面枝

120ha)である。彼は7年前，ダグ

ラスファー皆伐跡地に両造林した

が，レッドアルダーがかなりの密

度で天然更新してきたのを兄て混

交林に仕立てる計画を立てた。今

日ではレッドアルダーは樹高

10～13m,胸高直径12～14cmと

すくすく成長している。ダグラス

ファーは陽樹であるので複層林施

業には不適であるといわれている

が，ここではベルトン氏が密度調

整をしたレッドアルダー下層にあ

るものは3m程度,やや日なたに

あるものは5～6mの樹高があ

り元気に育っている。ただし~ド層

木の当年伸長は30cmほどしか

なく，これが，何も上層になけれ

林業技術No.7382003.9-⑳
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は，「すみません。うがいをしたも

のですが」とひと言添えることに

した。

また，あるとき，街中を歩いて

いると人だかりがしていた。何事

かとのぞき込むと屈強な黒人の若
こぶし

者が2人，拳で殴り合いをしてお

義の5蹴必ｾミﾅー⑥八木久

所変われば…

り，2人とも血まみれになってい

た。早く警官が来て止めないもの

かとはらはらして見ていると，突

然1人の老人が割って入った。若

者の一筆で吹っ飛んでしまいそう
きゃしゃ

な小柄で華箸な老人であった。い

くらなんでも無茶なと思いながら

見ていると，なんと乱闘は瞬時に

治まり，老人の仲裁に従い2人は

血だらけの手で握手して別れてい
きつわ

った。あまりの見事さに狐につま

まれたようであった。

「あの老人には風格があったが，

いったい何者か，そもそも2人の

し，政策提言という重要なオブリ
ゲーションがあることを忘れては

いないだろうか。新しい専門用語

や概念ばかりが作られ，それは実

際の村落開発の現場において十分

に機能していないように思われる。

また森林の再生という局面から一

歩進んで，住民のエンパワーメン

卜，グローバル社会におけるロー

カリティのあり方という新たな課

題を突きつけられている。

確かにフィールド研究はその成

果を政策へ直接反映させることが

困難な研究手法である。政策分析

だけではローカルな地域の息吹を

見過ごしてしまうであろうし，フ

ィールドのみを重視しすぎればシ

ナジー論的な協調関係が視点から

、アフリカに土壌調査で行ったと

きのことである。当時はまだ今ほ

どミネラルウォーターが普及して

いなかったので，フィールドでの

水分補給はコーラかジュースなど

の缶が主流であった。

いつものように調査終了後，缶

コーラの栓を抜き，最初のひと口
つちぼこり

‘を飲み口と口内の土壌の洗浄の

ため乾いた大地に吐き捨てたとこ

ろ，カウンターパートが近づいて
やつ

きて「お前は大した奴だ」と話し

かけてきた。訳を聞くと，黒人社

会では祖先崇拝の一環として飲み

物の最初のひと口を大地に返す習

慣があるのだという。「お前はいつ

も必ずそれを実行している。本当

に感心した」と真顔でいう。「土壌
のど

を調べていると土挨が口や喉に入

るので，うがいをしているだけだ

よ」と照れながら弁解すると，「い

や，ひと口目を大地に返す行為が

大事なので，お前のやっているこ

とは祖先を敬うことにほかならな

い｣と譲らない。しかし，うがいを

したものでも構わないのには驚い

た｡それ以後，口をすすいだコーラ

の最初のひと口を大地に返すとき

I#
井上真編助地球環境戦略研究機関(IGES)監修

アジアにおける森林の消失と保全

■
守
凸
出
弔
■
且
■
■
■
全
庖
邑
官

発行所：中央法規出版

鄙:'鯛)蒲噌融f聯7詩,，
2003年5月発行A5判,324頁
定価（本体2,800円十税)ISBN4-8058-4472-8

地球環境戦略研究機関(IGES)

は'998年から二期にわたり政策

研究課題として森林保全プロジェ
クトを進めてきた。本書はその成

果の一部であり，第一線で活躍す

る地域開発の実務家と研究者の手

による研究論文のオムニバスとな

っている。各人の知的関心はU字

型仮説,NGO論，違法伐採問題，

先住民問題，森林認証制度，住民

参加など多岐にわたっており，そ
の対象地域は極東ロシアからメコ

ン河流域,東南アジア蔦腫まで広
く網羅されている。中にはアカデ
ミックな論点を提起していない報

告も含まれているが，理論化され

ていないためにかえって森を巡る

生活のにおいが読者に生き生きと

伝わってくる。われわれがアジア

における森林の消失と保全という

問題に対していかに爵時すべきか
を示唆する好著である。

熱帯林問題が社会に広く認知さ

れて久しい。林学の研究者が実態

調査を重ねることも決して端者で
はなくなり，地域に密着した社会

経済的研究によって森と人との関

係が明らかにされてきた。しかし

われわれは単に熱帯をフィールド
として知的満足を得ることに終始

詮宜･＝叫厘ご塞電璽悪－雲…。腫監

ｱジｱにおける
森林の消失と保全

I

＝･－‐‐‐‐＝
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知り合いか」と同行のカウンター

パートに勢い込んで尋ねると，別

に驚いた様子もなく「いや，ただ

の通りがかりの長老さ」と淡々と

した返事であった。聞くと，黒人

社会では古来老人を敬う習慣があ

り，あのような場合に若者は長老

には絶対に逆らわないのだそうで

あった。

「礼節を重んじる日本では,われ

われ黒人社会と同様に老人を大変

尊敬していると聞いているが本当

か｣と聞かれ答に窮した。「黒人社

会ほどではないけどね」とかわす

のが精一杯であった。日本ももっ

と礼節を重んじ老人も敬う社会で

あってもよいのではないかと真剣

に思った。自分が老人の域に達し

たから言うのではないのだが…。

八木久義（やぎひさよし）／

三重大学生物資源学部教授

－，審一・一.樟．含~~ー，『‐一

抜け落ちてしまう。戦略的な政策

研究はローカルな視点でグローバ

ルに考えることが必要とされる。

これは個別の研究者だけではこな

すことの難しい課題であり，プロ
ジェクトという共同作業が必要と

なる。

この本は，①問題の構造，②地
域住民の論理と外部アクターの論

理一フィールドからの報告－，③

森林政策の重点課題，④解決への
模索という4つのパートから構成

され（ランスよく論文が収められ

ている。つまり本書は上記に述べ

た研究手法上の問題を一応はクリ

アしており，問題を議論するため
に必要な素地を提供することに成

功している｡読者にはIGESに直接
提言を行うなどコラボレイティブ

な戦略づくりにぜひ加わっていた

だきたい。なお，森林保全プロジ
ェクトの総合的評価は別途公表さ
れる予定である。

名古屋大学農学国際教育協力研究
センター(ICCAE)講師・

（研究機関研究員）／佐々木太郎

ｺラム●． ●

時の社会，経済情勢によって人々の生活必需品
が変わる。1958年ごろの三種の神器は，テレビ・
電気洗濯機･電気冷蔵庫であった。また，その10
年後は，カー(マイカー)，クーラー，カラーテレ
ビのいわゆる3C時代であった。

さて，今日の社会ではいかがであろうか。筆者
は，自動車，携帯電話，パーソナルコンピュータ
(パソコン）と考えたい。
自動車は人間の両足であり，特に地方で生活す
る人々には不可欠な生活必需品である。

2005年における全世界の自動車生産数は約

7,850万台という。しかし,途上国の国民所得の伸
び悩みで2005年の販売台数は6,860万台と予測
され，ほぼわが国の生産台数分の990万台が余剰
数となる。地球環境問題からは，歓迎すべきこと
である。

携帯電話は,K県教委の調査によると,高校生は

約90％が携帯機器を所有し，そのうち約96％が
機器を学校に持って行く。そして授業中にメール
のやり取りをすることを｢あまり悪くない」「まっ
たく悪くない」と答えた生徒は両回答を合わせて
約34％であった（朝日新聞,03.6.11)｡
電車やバスに乗ると,｢車内では携帯電話のスイ
ッチを切るように，また，通話はデッキでお願い
します」などアナウンスをされるが，ほとんどの
方は守らない。特に目立つのは，乗車するとすぐ
にメールを送る人が多い。急を要することなのだ
ろうか。身近な人の話や推測によると，退屈や時

間があるから，などが理由と聞く。自動車や電車
内の受信はスイッチを切らないから送信されるの

だろう。いちばん困るのは夜中のメールのようだ。

パソコンのわが国の世帯普及率は50％を超え，
インターネットの加入者数も5,500万人以上と言

われている。コンピュータの導入は職場だけでは
なく，これからは教育の場にも大いに取り入れら

れるのであろう。

三種の神器は社会生活に迷惑をかけないように

活用したいものである。

筆者は，現代社会の三種の神器は所持していな

い。それでも別に不自由はないが，周囲の方に迷
惑をかけているのかもしれない。できるならば，
このままの状態で余生を送りたいと念じている昨

今である。

さて，次の時代はどのような機器が選択される

か楽しみである。（木通）

（この欄は編集委員が担当しています）

I

ー
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一ン埼玉県における
リーン県産木材の利用推進施策について

埼玉県支部

１
日

埼玉県では本年4月，農林部に

木材利用推進室を新たに設置し，
県産木材の供給から利用まで総合

的な取り組みを推進しています。

●県産木材供給体制の整備：県

産木材であることを証明して供給

するrさいたま県産木材認証制度

(現在の参加事業体|61社)」を平
成I4年度に創設し,その普及に努

めているほか，質・量の確保され

た県産木材を供給するための木材

乾燥施設や木材加工施設の整備を

支援しています。

●公共施設等での利用推進；庁

内の関係課室長が構成員となった

｢彩の国木づかい促進連絡協議会」

を平成8年度に設置し，民間への

PR効果の高い公共土木工事や公
共建築物等への積極的な県産木材

の利用を働きかけています。その

結果，埼玉県立武道館の屋根組み

や学校・福祉施設等への積極的な

県産木材の利用が図られ，平成'4

年度の県産木材の公共施設等での

利用量は，平成9年度の約9倍に

伸びました。

●民間住宅での利用促進：民間

の建築関係者と本年3月に提案し

た，県産木材を利用した耐久性の
高い家づくりの事例集｢'00年の家

づくりプラン｣を普及するため，こ
のプランの趣旨を浩かしたモデル
住宅の建設やその見学会の実施を

支援しています。また，リフォーム

需要が増加している中，リフォー

ムへの県産木材の利用を拡大する

ため，「(仮称)彩の国木づかいリフ
ォームプラン」を民間の建築関係

者とともに作成しています。さら

に，民間の金融機関に要請して，

県産木材住宅に対する低利融資制

度を創設していただきました。

●未利用木質資源の有効活用：

飯能市を中心とする西川地域の製

材工場が共同して，端材・樹皮を

原料とする木質ペレット燃料を生

産する工場「もくれん工房」が完
成し，本年度から生産を開始しま

した。また，このペレットの利用

を促進するため，ペレットボイラ

ーや川口市の鋳物製造業者と開発

したペレットストーブの導入に対
して，支援を行っています。

(埼玉県農林部木材利用推進室

木材建築担当主幹／大山勝）

"048-830-4320(直通）

扉正壷毫 要性の増す森林組合の役割組童 す芭磁
』

森林組合は林業事業体の中で，

民有林の新植の9割，間伐の7割
を担っており，森林施業を実施す

るうえで大きな役割を有している。

平成13年度末現在では,1,073組

合に’66万人の組合員が加入して

いる．

また，森林組合が組織されてい

る地域は民有林面積の9割に達し

ており，このうちの7割が組合員

の所有森林になっている（図①)。

現在,森林組合は,平成14年ll
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5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

匡．国内用材生恋■一個産用材生産■に占める海神組合のｼｪｱ’

18％

16％

14％

12％

10%

8％

6％

4％

2％

0％

久 愚、－．〆

川''1鮒 一■1戸le－訂l凸ワー

林面積

,126
虻：万ha)

■■■巳

I(皐位:万伽，
▲図①森林組合面積加入率(平成13年度）

昭和4550556027平成12年

瞳
林野庁｢平成13年度森林組合統計」

▲図②国内用材生産通に占める森林組合のシェア

資料：林野庁r森林組合統計」r木材稲給我」
注：地区内民有林而制は部道府県有林を除く。

■■■■■■■■■■■
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平成15年5月24日，大阪緑懇道と斜面路との接続点に転換装置

の皆さん(約40名）と京都東山のを施し，重い木馬を円滑かつ安全

安祥寺山に登った。その登り口のに運ぶための工夫が凝らされてい
けあげ

蹴上で，インクライン(inclinedた。構造の特徴は，勾配転換装置

plane)の船とレールの展示品（写を設けたことにあった。斜面に

真)を見た折り，以前｢山林誌」’）別々に設けられている木馬道と斜

で見た木曽御料林のインクライン面路の二つの這材路線の接続点に

に関する記事を思い出した。イン回転台を置き，それを操作して運

クラインとは「傾斜面にレールを材方向を転換させる方法が取られ

敷き，動力によって台車を走らせ，ている。重い木馬の場合には，そ

貨物や船を昇降させる一種のケーれを台木馬に載せてつり上げたり

ブルカー」（広辞苑)で，蹴上のイつり下げたりして方向を変える装

ンクラインは,落差36mある上下置も付けてある。木馬による運材

の二つのダム（船溜）を接続するを安全・確実に，しかも簡単な操

傾斜鉄道，木曽のインクラインは，作で容易に行うために考案された，

山道の木馬（きんま）運材に応用と上記の報告では説明している。
きゅうしゅん

されていた施設であった。両者と急峻な山道での運材は,危険で

も，重い貨物を載せたまま方向転災害の多い重労働の作業であった。

換できる装置として活用されたの安全で，労働負荷の少ない作業方

である。法の開発のために，常に大きな苦

木曽御料林（現・長野県西筑摩心が払われていた。インクライン

郡上松国有林）で実行されたイン方式の知恵もその一つであった。

クラインによる木馬運材は，2例（筒井迪夫）

が報告されている2)。ともに木馬

注）｜早川忠太郎「木馬インクラインの改良」（山林,No606･昭和7年5月
号，大日本山林会)。

注)2実行例の平均勾配はそれぞれ，23度，30度,延長149mとll0mであ
る。
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＝ メモー

○埼玉県立武道館…上尾市日の出

4-1877,aO48-777-2400

○r100年の家づくりプラン』（事

例集）…木材利用推進室のホーム
ページにアップ準備中。

○モデル住宅…埼玉高速度鉄道浦

和美園駅付近に今年度建設予定。

○もくれん工房（協同組合西川地

域木質資源活用センター「もくれ

んエ房｣）・･飯能市大字中藤中郷
400-|，壷0429-70-3355

○ペレットボイラー…入間郡名栗

村の温泉施設「さわらびの湯」に

今年度国庫補助事業で導入予定。
○ペレットストーブ…県の支援に

より川口市内の鋳物製造業者が地

場産業である鋳物を用いて開発。

㈱ツジイインダストリー代表取

締役辻井健郎|,B048-282-II0I

■

月に全国森林組合連合会が策定し

た「森林組合改革プラン」に基づ

き，明確な方針に基づく組織・事

業の再編と経営管理体制の強化へ

の具体的な取り組みを通じて，将

来にわたって健全な自立的経営が

確保されるよう，総力を挙げて取
り組んでいる。

加えて，森林所有者の林業経営

意欲の減退により素材生産量が減

少している中で，素材生産におけ

る森林組合のシェアは平成2年以

降拡大しつつあり（図②)，今後，
森林組合は，組合員の林業経営を

助長することはもとより，地域全

体の森林整備の重要な担い手とし

ての役割を，引き続き果たす必要
がある。

ｑ
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ン
ク
ラ
イ
ン
と
船
（
京
都
市
蹴
上
）

…
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●日本林学会支部大会（日林協支部連合会併催）のお知らせ

口第52回北海道支部大会(日林協北海道支部連合会併催)…･･･期日：11月4日脚／会場：札幌コンベンションセ

ンター(札幌市白石区東札幌6条1-1-1)/プログラム：総会(10時～10時30分),特別講演(10時40分～12

時)，研究発表（13時～17時30分)，懇親会（17時45分～19時）／問い合わせ先：山田孝（北大，丑011-

706-2529,Fax011-706-4935,E-mail:t-yamada@for・agr.hokudai.ac・jp)

口第52回日本林学会中部支部大会（日林協中部支部連合会併催)……期日：10月18日出～19日(日)／会場：名古

屋大学農学部(名古屋市千種区不老町)／プログラム：18日＝総会(9時～10時),研究発表会(10時15分～17

時30分)，懇親会(17時30分～19時)。19日＝シンポジウム（9時30分～12時，テーマ：森林との新しいつ

きあいを求めて一森林と心身のり八ビリテーシヨン）／問い合わせ先：服部菫昭（名大，冠052-789-4060,

E-mail:hydro@agr.nagoya-u・ac.jp),山田容三(名大､a052-789-4057,E-mail:yozo@agr.

nagoya-u.ac.jp),共通のFax052-789-5052

口第54回日本林学会関西支部大会（日林協関西･四国支部連合会併催）……期日：11月7日㈱～8日出／会場：

7日＝広島県民文化センター(鯉城会館，広島市中区大手町1－5－3)，8日＝県立広島女子大学（広島市南区

宇品東1-1-71）／プログラム；7日＝総会（13時45分～14時30分)，特別講演（テーマ；中国山地に関する

話題提供等(仮題)，15時20分～16時50分)，レセプション（17時30分～19時30分)。8日＝研究発表（10

時～16時）／問い合わせ先：福芳隆博（広島県農林水産部林務総室森林保全室,a082-513-3694,FaxO82-

223-3583）

口第59回九州支部大会(日林協九州支部連合会併催)……期日：10月17日㈱～18日出／会場：17日＝サザンプ

ラザ海邦(那覇市旭町7)，18日＝琉球大学大学教育センター共通教育棟(沖縄県中頭郡西原町字千原1）／プ

ログラム：17日＝総会（13時30分～15時)，特別講演会(演題：シロアリと住まい，講師：屋我嗣良(琉球大

学名誉教授))，18日＝研究発表会（9時～17時）／問い合わせ先：新里･東江（沖縄県農林水産部林務課，公

098-866-2295,Fax098-868-0700,E-mail:agariekn@pref・okinawa.jp)

協会のうごき

◎海外出張（派遣）

8／3～26,久納課長，8／

18～9/3，鈴木航測部長，インド

ネシア国立公園森林火災跡地回復

計画，同国。

7/27～8/19，島村地球環境部

次長，野口技師，永久凍土地帯温

暖化防止森林基礎調査，ロシア。

8／3～9，坂本国際事業部長，

海外林業事情調査，ベトナム。

8／4～15,野仲課長代理,中国

黄河中流域保全林造成計画，同国。

8/11～14,小原理事,望月情報

技術部長，星野主任研究員，アジ

ア東部地域森林動態把握システム

整備事業，中国。

8/19～9/5,大平課長,宮下課

長代理，アジア東部地域森林動態

把握システム整備事業，韓|勤。

◎15年度林業技士研修

本会主催の15年度林業技士研

修を9月から開始した。本年から

新たに｢森林総合監理｣および｢林

⑳一林業技術No.7382003.9

□2004年度日林協技術職員採用のお知らせ…来年度日林協技術職員を1

名採用します（森林・林業，森林環境問題に加え，コンピュータ技術，

リモーi､センシングbGIS技術の知識，経験があれば望ましい。普通自

動車免許は必須)。応募期限は,2003年9月16日（火）必着。詳しくは

日林協ホームページ（アドレスは当奥付柵にあります）をご覧ください。

（総務部:aO3-3261-5283)

産」部門を実施することになった

が，応募者総数は452名で昨年の

約1．5倍となった。内訳：森林総

合監理64名，林産21名，林業経

営207名，森林土木67名，林業機

械11名，森林環境82名。

◎人事異動（9月1日付）

命森林総合利用部課長．国際事

業部兼務

国際事業部課長吉村勉
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日林協
ISO9001登録取得のご報告

ISO9001:2000

登鐙番号JSAQ1774

QSAccreditation
認定番号ROO1

(社）日本林業技術協会は，（財）日本適合性認定協会(JAB)が認定する（財）

日本規格協会審査登録事業部(JSA-Q)の登録審査を受審し，平成15年8月1
日にISO9001の登録を取得しました。

ISO9001は，お客の要求する品質を実現できる会社等であることを知らせる

ための品質マネジメントシステムに関する国際規格です。

当協会は,ISO9001規格による品質マネジメントシステムに基づいて,会員や
発注者の皆様の要求に的確に対応し，より良いサービスや成果品を提供してい
くための業務運営に取り組んでまいります。

また，この品質マネジメントシステムについては，定期的に業務運営の中で
有効に機能しているかどうかを評価し，改善すべき事項があれば見直していく
活動を継続して行ってまいります。

当協会の品質マネジメントシステムの登録業務は，次のとおりです。

〈登録業務〉

◇機関誌『林業技術』，図書の編集発行
◇森林・林業に係る技術研究・技術開発

◇国内の森林・林業に係る調査・設計
◇海外の森林・林業に係る調査・設計

◇空中写真の撮影・判読・解析・複製・頒布
◇空中写真測量の精度分析
◇林業技士の養成

以上,ISO9001登録取得のご報告を申し上げます｡今後とも当協会の業務運営
に対するご支援をよろしくお願い申し上げます。

平成15年9月

社団法人日本林業技術協会
理事長弘中義夫



安全､そして人と自然の調自と 和を目指して。

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに忌避効果

が認められた初めての散布タイプです。 …
散布が簡単
これまでに無いゾル剤で､シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ被書にも予防散布が行えます。

長い効果
薬液は紫早く乾燥し､降雨による流亡がなく、

食害を長期にわたって防止します。

安全'畔
"効成分のジラムは、殺菌剤として髭年使〃’

されてきた低撒性蕊剤で普通物です。

販売M大同商事株式会社

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録17911号

ｺﾆﾌｧ■水和剤
造林木を野生動物の食害から守る

製造齢烹嫌式会社日本則-ﾆﾉｱﾝドｶー罰ン

本社／〒105-0013束京都港区浜松町1丁目10番8号〈野田ビル）

東京本社公03(5470)8491FAXO3(5470)8495/大阪壷06(6231)2819/九州盆092(761)1134/札幌か011(631)8820

カタログのご請求は、上記住所へどうぞ。

トウモロコシから生まれた繊維で作りました恩Mr"肋0
TheLif"!yleCompanV

幼齢木の枝葉・樹皮食害に

ラクトロン②
幼齢ホネット

蕊臺で灘･設置が実に簡単

通気姓かあるので蒸〆Zなし)

風雪に強し）

製造元向末鎖方合繊株式会社

雨売元東工ｺー ｾﾝ株式会社
＊まずはお試しください。試供品配布中
詳しくは下記の東工コーセン㈱新緊材グループへ

〒102-8362東京都千代田区四番町4-2

TELO3-3512-3932

FAXO3-3512-3952

e-mail:forest-k@tokokosen.co.jp http:/www.tokokosen.co如く写員>群馬県六合村:ﾄﾁﾉｷ

TO"EN



[締切り：平成16年2月末日］<主催〉㈱日本林業技術協会〈後援〉林野庁

第51回森林・林業写真コンクール作品募集
◆今回から｢一般写真の部｣｢デジタル写真の部｣の2部門の募集に変わりました。

●募集部門（2部門）
・一般写真の部（光学カメラの撮影によるもの）
・デジタル写真の部（デジタルカメラの撮影によるもの。
光学カメラの撮影であっても，プリントアウトのみのパ

ソコン使用も含む）

●募集の開始；平成15年9月1日
●締切り：平成16年2月末日（当日消印のものを含む）
●送り先：壷102-0085東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会普及部

r第51回森林・林業写真コンクール係」
Tel(03)3261-6968FAXO3-3265-6707

●作品の帰属およびネガ等の提出
入賞作品の著作権は主催者に属するものとし，
作品のネガまたはポジは入選通知と同時に提

出してください。またデジタル写真の部の入
賞作品はデータをCDに落としたものを提
出してください。

●募集テーマ（部門共通）
・林業活動(育苗，植栽，枝打ち，間伐，伐採，搬送など）
・森林景観（天然林，人工林，渓流，複層林，巨樹など）
・森林生態（森林動植物の生態，森林被害など）
●森林の保全・緑化（治山・緑化など）
●木材の利用（間伐材の利用，木造の建物，木工芸・生活
用品など）

●山岳景観（大自然の姿）
・農山村・里山（生活・風習・風景など）

●森林ボランティア活動，森林環境教育など
・森林レクリエーション，森林イベントなど
●海外林業協力

●入選者の決定と発表等
審査は平成16年3月上旬に行い,結果は入選者にはそれぞ
れ通知し，入選者名の発表は日本林業技術協会の会誌r林業
技術』4月号（4月10日発行予定)，ならびに本会のホーム
ページ(http://www.jafta.or.jp)で行います。また，
作品の公開は随時r林業技伽誌上で行うとともにイベント
会場等で展示します。●募集規定

●作品:1枚写真（四つ切りまたはワイド四つ切りと

し，組写真は対象としない。なお，デジタル
写真の部についてはA4判にプリントアウト

したものに限ります｡）

＊いずれの部ともカラーの部，モノクロの部の
区別はありません。

●募集資格：作品は自作にかぎります。なお，応募者は職
業写真家でないこと。

●募集点数＆制限しません。

●応募方法&別記応募票を写真の裏面に貼付して応募して
下さい。

・注意事項；①デジタル写真の部を除き応募写真は合成写
真でないこと。

e他の写真コンクールに応募した写真でない
こと。

⑧労働安全に関する法令に定める安全基準に

適合するものであること。例えば，伐採作
業等で保護帽を着用していない作品などは，

入選できませんからご注意下さい。

④応募作品の返却はしませんからご注意下さ
い。

●一般写真の部

《特選〉農林水産大臣賞1点10万円

《l席》林野庁長官賞1点5万円

《2席〉日本林業技術協会理事長賞3点2万円
《3席》日本林業技術協会理事長賞

5点（1点につき）1万円
《佳作》15点楯

●デジタル写真の部

《1席》林野庁長官賞1点5万円

《2席》日本林業技術協会理事長賞

5点(1点につき)1万円

《佳作》5点楯

※部門にかかわらず，同一者が2点以上入選した場合は，席
位はつけるが賞金は高位の1点のみとします。

●審査員（順不同,敬称略）
三木慶介（写真家）八木下直（写真家）
全国林業改良普及協会編集長日本林業技術協会専務理事

<応募票〉
拡大して応募作品の裏面に
貼付してください

第51回森林・林業写真コンクール応募票

部門名 撮影年月日

題名 カメラ・レンズ

氏名 撮影データ 綴り,ｼｬｯﾀー 等

〒□n｢卜nnnn デジタルカメラ

撮
影
者

住所
P4 ．PP炉呵炉一一一一弓＝弓＝

剛
錨
霊
罐

内容説明

撮影場所
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●林野庁監修

●編集・発行(社)日本林業技術協会

●A4変型・64ページ･4色刷

●定価［本体価格650円十税]・〒料別
（30冊以上のお申し込みは，送料は当方が負担します）

森林環境教育への取り組みにも
最適の教材本ガ

子どもたちの疑問に応える形で，
識，国士の保全に果たす森林の役割
現状，木のすまいの良さ，日本人と

子どもたちの疑問に応える形で，樹木一森林についての知

識，国士の保全に果たす森林の役割緑化運動，林業の役割・
現状，木のすまいの良さ，日本人と木の利用，生態系に果た
す森林の役割地球環境と森林，等々について，平易な文章・
イラスト・写真でやさしく面白く説き明かします。丞針儒霊入日率披語画金

《本書の構成》

濃磁弾箇はどんな落勤をしているの？15世界にはどんな森林があるの？
雛の名まえをたくさん覺えたいのですが？16人工林､天然林とはどんな森林なんだろう？

じんこう、/”てんねん、/W

芯がい

木はどのくらい長生きして大きくなるのかな？17．木とはどんな生き物なんだろう？

森が謝えてくれることってなんだろう？18木から聞こえるのはなんの音？
しゆるい

森にはどんな楽しいことがあるの？19．木にはどんな種類があるのかな？
みどりはい

緑の羽根とはなんだろう？20むかしから木はどんなものに使われてきたのかな？

菫附とはどんなところ？21木からば藁などもつくられるの？
森にはどうしてたくさんの生き物が住めるのだろ？22大きな木の撞翰にはどんなものがあるのだろう？

砺献みず す ず

森林にふった雨水はどこへいくの？23木を使った住まいはどんな住みごこち？
掘ったいり八J血ぜん連 りよっが 垂

熱帯林の保全や砂ばくの緑化にどんなことをして24山が荒れないようにどんなことをしているの？
りん＝う し＝

いるのだろう？25．林業とはどんな仕事をしているのかな？

森林は地球の蒲灘を能ぐためにどん屯瀞きをし26;"D任菫をしている人たちはどんな謡があるの？
むくたん

ているのだろう？27．木炭にはどんなパワーがあるのだろう？

総力鎗鐵こやさしい難というのはどんなこと？28綴はどのように役だっているのだろう？
＜

森林は私たちの暮らしをどのように守っているのかな？
せし、管

日本にはどんな森林があるの？君たちへのメッセージ－－21世紀の森林のすがた
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循環型社会の森林と林業陣わかり】

●編集・発行（社)日本林業技術協会●執筆者；清野嘉之，阿部和時，遠藤
日雄，大住克博，柴田順一，外崎真理雄●A5判・121ページ・カラー図
版多数●定価1,000円（本体952円十税)．〒料別

森林・林業についての墓本的理解，日本林業の抱えている問題，森林

整備・木材利用と環境問題等多岐にわたってわかりやすく解説。
新たに森林整備・管理に携わる方々，森林ボランティアの方々必携本／

●ご注文はFAXまたは郵便にてお申し込みください。

FAXOB-S2S1-BO44鵬睾繕蕊鴨菫襲嚴難里巽
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